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は 4本、Eretmocerus eremicus は 6 本） 

② 触角の第 2節の色と形状（Eretmocerus mundus は楕円形で茶褐色、） 

により区別され(図 1)、 

E.debachi、E.furuhashii に対しては、 

① 梗節の長さは幅の 3倍以下。 

② 前翅の前縁着色斑紋が明確である。 

③ 触角棍棒状部が平べったい。 

④ 触角索状部が角ばっており、第 2節長さが幅より長い。 

⑤ 縁紋脈が前縁部翅脈より短い。 

⑥ 副前縁部翅脈に３つの刺毛がある。 

⑦ 前縁部周辺の大きさが翅の 1/3 を占める。 

により区別される。 

 

 図 1．A:E.mundus の中胸背板（前胸縁下にある中胸前方部分）にある剛毛、B：E. 

eremicus の中胸背板（前胸縁下にある中胸前方部分）にある剛毛、C：E.mundus の触

角の第 2節の色と形状、D：E.eremicus の触角の第 2節の色と形状 

 

 

Eretmocerus mundus

は楕円形で茶褐色 

Eretmocerus 

eremicus は逆三

角形で褐色 

Eretmocerus 

eremicus は

6 本 

Eretmocerus 

mundusは4本 
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３． Eretmocerus mundus の特徴 

1) 生活史及び作用機作 

Eretmocerus mundu の生活史は、卵、幼虫（3期間）、前蛹、蛹、成虫のステージ

がある。本種はコナジラミの幼虫の真下に産卵し、１令幼虫はそこで生育する。

この１令幼虫は宿主をかじり内部に侵入し、2令幼虫以降は内部寄生者として生

育する。 

寄生蜂の卵殻は通常宿主の外部に残っており、これを観察して寄生の有無を判断

している。幼虫が最終令に到達すると同時に宿主の蛹は黄変する。そして、寄生

蜂の成虫は、宿主の蛹に丸い穴を開けて出てくる。本種は、宿主の真下に産卵す

るために特に 2-3 令のコナジラミ幼虫を好む。そして、コナジラミ幼虫体内の物

質を摂食して最終的に死亡させる。寄生蜂の幼虫が蛹になるのは宿主の内部であ

り、このとき宿主は著しく膨張する。Eretmocerus 属は単独で寄生活動をするこ

とが知られており、宿主からは 1頭の寄生蜂成虫が出現する。 

 

 

                       Koppert 社ホームページより抜粋 

 

図 2. A:タバココナジラミ未寄生完全幼虫、B: 寄生された幼虫は黄色斑点

と白濁した体色が特徴、C：未寄生蛹赤眼点とコナジラミ前翅確認できる、D：

寄生蛹、E：未寄生コナジラミの羽化後蛹殻 T型の裂け目が特徴、F：寄生蜂

脱出蛹殻には丸い脱出穴が特徴で抜け殻が透明にならない 

 

2) 生育条件 

本種の発育日数は、寄生した時の寄主のステージにより異なるが、25℃で約20 ～
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27 日。雌成虫の寿命は 25～30℃で約７日（トマト）～10 日（ピーマン）。活動

適温は日平均 20℃以上であり、低温には注意する必要がある。一方 30℃上にも

適応できる。 

25℃における Eretmocerus mundu の発育期間 

 

発育期間(日) ステージ 

平均 (範囲) 

I 令 2.5 2-3 

II 令 4 3-4 

III 令 4 4-5 

前蛹 2 1-5 

蛹 8 5-10 

 

3) 増 殖 率 

１雌成虫の生存期間中の産卵数では、約 148 個（ピーマン）～171 個（トマト）。 

4) 形態学的特徴 

成虫の体長は、約 1.0mm であり、触角は体長と同じくらいの長さを有する。メ

ス成虫はレモン色で、オス成虫は黄褐色で薄い触角を有する。 

5) 捕食範囲または宿主範囲 

オンシツコナジラミ Trialeurodes vaporariorum 

タバココナジラミ Bemisia tabaci 

シルバーリーフコナジラミ Bemisia argentifolii   
 
 
表 1 各種ツヤコバチ製剤の生物学的特徴 

種  類 Eretmocerus mundus 
(ﾁﾁｭｳｶｲﾂﾔｺﾊﾞﾁ) 

Encarsia formosa 
 (ｵﾝｼﾂﾂﾔｺﾊﾞﾁ) 

Eretmocerus 

eremicus  
(ｻﾊﾞｸﾂﾔｺﾊﾞﾁ) 

寄主選好性 B. argentifolii、B.tabaci 
(ｼﾙﾊﾞｰﾘｰﾌ・ﾀﾊﾞｺｺﾅｼﾞﾗﾐ) 

T. vaporariorum 
(ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ) 

T. vaporariorum 
B. argentifolii 

雌比* ６０％ ９８％ ６０％ 

生育日数(25℃) * １６日 １８日 １９日 

生育日数(15℃)** 64 日 48 日 80 日 

生存日数* ７日 １２日 ５日 

寄生様式* 幼虫の下に産卵 幼虫の中に産卵 幼虫の下に産卵 

１日当たり産卵数* １９ ６ ５ 
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発育零点** 11.5℃ 8.1℃ 13.0℃ 

原産地 地中海沿岸/アフリカ他 ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ南部の砂漠 北米 
*：杉山ら 2005  

**：Qui Y.U.ら 2004 
 

４． 本種のコナジラミに対する効果 

2004年から実施している(社)日本植物防疫協会を通じた新規農薬効果試験での判定を

以下に示した。2003 年より市販されているサバクツヤコバチ剤を対照薬剤として実施した

試験で高い効果が得られている。 

 

年 試験機関 作物 病害虫 対照薬剤 対対照 対無処理 総合判定 

H16 静岡（農） トマト ｼﾙﾊﾞｰﾘｰﾌｺﾅｼﾞﾗﾐ － － Ｂ Ｂ 

H16 三重（農） トマト ｼﾙﾊﾞｰﾘｰﾌｺﾅｼﾞﾗﾐ エルカード A Ｃ Ｃ 

H17 静岡（農） トマト ｼﾙﾊﾞｰﾘｰﾌｺﾅｼﾞﾗﾐ エルカード Ｂ A A 

H17 三重（農） トマト ｼﾙﾊﾞｰﾘｰﾌｺﾅｼﾞﾗﾐ エルカード Ｂ Ｃ Ｃ 

H17 大阪（総技） トマト ｼﾙﾊﾞｰﾘｰﾌｺﾅｼﾞﾗﾐ エルカード A Ｂ Ｂ 

H17 広島（農） トマト ｼﾙﾊﾞｰﾘｰﾌｺﾅｼﾞﾗﾐ エルカード A Ｂ Ｂ 

H17 沖縄（農） トマト ｼﾙﾊﾞｰﾘｰﾌｺﾅｼﾞﾗﾐ エルカード A － A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3．静岡農試 平成17年トマト･シルバーリーフコナジラミ防除試験 

ALE-041：1 ｶｰﾄﾞ 50頭/20㎡・7日間隔・３回処理 
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５．コナジラミ類の防除におけるツヤコバチ剤の利用 

今後、E.mundus が商品化されてくれば、タバココナジラミを中心としたコナジラミ類の防除の

幅が広くなる。また、これまで販売されてきたオンシツツヤコバチ剤、サバクツヤコバチ剤と

の地域的、時期的使い分けや組み合わせの検討が必要となる。 

さらに、コナジラミ類に登録のある各種微生物生物農薬（ボタニガードES、マイコタール, プ

リファード）や開発中の各種天敵昆虫（カブリダニ）との組み合わせでより確実な防除体系が

完成されてくると予想する。 

 

種  類 Eretmocerus mundus 

(チチュウカイツヤコバチ) 

Encarsia formosa 

 (オンシツツヤコバチ) 

Eretmocerus eremicus  

(サバクツヤコバチ) 

登録上の適用害虫 トマト(施設園芸) 

タバココナジラミ類 

ｼﾙﾊﾞｰﾘｰﾌｺﾅｼﾞﾗﾐを含む 

野菜類(施設園芸) 

コナジラミ類 

野菜類(施設園芸) 

コナジラミ類 

対象害虫 ｼﾙﾊﾞｰﾘｰﾌｺﾅｼﾞﾗﾐ 

ﾀﾊﾞｺｺﾅｼﾞﾗﾐ 

ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ 

ｼﾙﾊﾞｰﾘｰﾌｺﾅｼﾞﾗﾐ 

温度条件 中温条件 低温条件 高温期に使用 

地域別 西日本(九州） 東日本 西日本 

時期別 春、秋季 冬季 夏季 

 

６． 参考文献 

1) Hayat, M. ,1972.  Entomophaga 17(1) pp99-106 
2) 杉山ら 2005 第 49 回日本応用動物昆虫学会大会講演要旨 p127  

3) Qui, Y.U., Lenteren J.C.V., Drost Y.C. & Posthuma-Doodeman C. J. A. 2004 

European Journal of Entomology, 101(1):83-94 
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              愛知県農業総合試験場 環境基盤研究部 
                生物工学グループ  福田 至朗 

 
１．トマト黄化葉巻病とは 

 トマト黄化葉巻病は、トマト黄化葉巻ウイルス(Tomato yellow leaf curl virus, TYLCV）

の感染によっておこるウイルス性の病害である。黄化葉巻病に罹病したトマトでは、新葉

に黄化や葉巻症状が認められ、感染後の花房は開花してもその多くが不稔であったり落果

するため、生産量は大きく減少する。 
日本では、1996 年に東海地方と九州で最初に黄化葉巻病が確認された。これらの

TYLCV は異なる系統であり、イスラエルを起源とする TYLCV-Mld と TYLCV-Is に近縁

な系等が、それぞれ別々の経路で侵入したと考えられる。その後、黄化葉巻病は被害地域

を拡大しており、国内のトマト産地では最も大きな問題の一つとなっている。現在までに、

日本の需要に適した抵抗性品種が無いことから、①無病苗を選んで定植すること、②温室

に防虫ネットを張り、ウイルスを媒介するコナジラミの防除に心がけること、③病害の被

害拡大をもたらす保毒株を早期に処分すること、などを中心とした総合的な防除体系によ

って被害の抑制を図っている。このような総合防除において最も重要になるのは、ウイル

スを簡易に検出できる診断技術である。 
 

２．トマト黄化葉巻病の診断 

 黄化葉巻病の診断法としては、抗血清を利用した DAS-ELISA 法・DIBA 法や、DNA
を利用した PCR 法などが用いられてきた。特に、病原ウイルスである TYLCV はジェミ

ニウイルス科に属し、環状の 1 本鎖 DNA を有していることから、多くの研究機関では、

感度が高く比較的短時間で結果を得ることができる PCR 法が用いられてきた。 
 しかし、これまで報告された PCR 診断では、DNA の抽出・ウイルス DNA の増幅・増

幅された DNA の泳動などを行わなければならず、それぞれのステップには、微量遠心機

やサーマルサイクラー、電気泳動装置などが必要であった。農家は勿論のこと普及センタ

ーや農協がこのような設備を持っていることは極めてまれである。そのため、病害の診断

を行いたい場合は、それなりの実権設備を持った施設にサンプルを送付し、結果を待たな

ければならなかった。 
 
３．ＬＡＭＰ法 

 Loop-mediated isothermal amplification (LAMP)法は新たに開発された DNA 増幅技

術である。LAMP 反応は 60～65℃の一定温度で 60 分インキュベートすることで終了し、

ＬＡＭＰ法を利用したトマト黄化葉巻病の診断技術の開



 

 24 

目的の遺伝子が含まれているかどうかを、反応液の白濁で判定することができる。この白

濁は、DNA を増幅する際に生成するピロリン酸イオンと反応液中のマグネシウムイオン

がピロリン酸マグネシウムとなって不溶化するためにおこるものである。以上のように

LAMP 法は簡易な設備で短時間に DNA を増幅できることから、農業現場での黄化葉巻病

診断に打ってつけの方法であると考えられた。そこで、愛知農総試では LAMP 法を利用

した黄化葉巻病の診断技術について研究を開始した。 
 
４．黄化葉巻病の診断法の開発 

 LAMP 法では 6 ヶ所の部位を認識する 4 種類のプライマー(F3，B3，FIP，BIP)を利用

する（図１）。プライマーには、東海地域で発生している系統（愛知株）と九州に広がっ

ている系統（長崎株）の間で共通の配列を用いた 1)。 
トマト葉から抽出した DNA を鋳型にし、65℃で 1 時間の LAMP 反応を行った。反応

産物を電気泳動した結果、愛知株または長崎株に感染したトマトからは LAMP 増幅産物

に特有のラダー状の DNA バンドが検出された。一方、健全トマトからはこのようなバン

ドは検出されなかった（図２）１）。 
農業現場での病害診断には、特別な機器を必要とせず短時間で行うことのできる簡易な

方法が求められる。上記の手法で問題となるのは、鋳型の調整と電気泳動による判定の２

点である。後者については、反応液の白濁を目で見ることで解決できる。そのため、鋳型

調整について、より簡易な DNA 抽出法の開発を目的とし、以下のアルカリ磨砕法と「つ

まようじ法」について検討を行った。 
 

アルカリ磨砕法：50 mg の葉片を 200 μl の 0.5N NaOH 中で磨砕し、磨砕液 10 μl を 190 μl 

の 100 mM Tris-HCl (pH 8.0)に添加した。全量 200 μl の中から 1 μl を 

LAMP 反応に用いる。 
 
「つまようじ法」：葉片を爪楊枝で数回突き、その爪楊枝を LAMP 反応液に浸した。また

は、葉片を突いた爪楊枝を 100 mM Tris-HCl (pH 8.0)に懸濁し、懸濁液

1μl を LAMP 反応に用いる。 
 
 黄化葉巻病に感染したトマトと健全トマトのそれぞれから、上記の２種の方法で調整し

た鋳型を用いて LAMP 反応を行った。反応液の濁度は、反応開始から 5 分おきに目視に

よって確認した。その結果、アルカリ磨砕法では反応開始から 35 分後に、「つまようじ法」

では 30 分後に白濁が認められた 3)。これらの抽出法では、90 分後でも健全トマトで非特

異的な白濁は認められなかった。両法とも簡易な方法であるが、特に「つまようじ法」は、

植物体を突いた爪楊枝を使い捨てにできるため、サンプル間のコンタミネーションを防ぐ

ことができるうえ、１試料当たりの調製時間やコストを低減できるものである。 
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F3 B3

FIP BIP
 

図１．LAMP プライマーの設計（福田ら, 2003） 

 

 

 

(A)  M １ ２ ３           (B)  M １ ２ ３ 

                    
 

図２． PCR 法(A)および LAMP 法(B)による TYLCV の検出(Fukuta et al., 2003) 

1：愛知系統に感染したトマト; 2：長崎系統に感染したトマト; 3：健全トマト; Ｍ：DNA サイズマーカー． 

 
次に「つまようじ法」の検出効率を調べた。黄化葉巻病に感染したトマト葉と健全トマ

ト葉を突いた爪楊枝を 50～500 μl の 100mM Tris-HCl (pH 8.0)に懸濁し、この懸濁液 1 μl
を用いて LAMP 反応を行った。その結果、すべてで LAMP 反応液が白濁し、黄化葉巻病

を検出することができた（図３）3)。 
以上のような「つまようじ法」では、マイクロピペッターと爪楊枝、60～65℃に設定で

きる恒温漕があれば黄化葉巻病の診断ができる。 
さらに、多数のトマトサンプルの診断を効率的に行うことを目的とし、サンプルのバル

ク化について検討した。50 個体のトマト葉を 1 個体ずつ爪楊枝で突き、それらの爪楊枝

を 500 μl の 100mM Tris-HCl (pH 8.0)を添加したチューブに懸濁することによってバル
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ク処理を行った。それぞれのバルク懸濁液を用いて LAMP 反応を行った結果、バルクを

形成する 50 個体のトマトサンプルのうち、罹病トマトを 1 個体でも含んでいれば、63℃
で 60 分の反応時間中に濁度が上昇し、TYLCV を検出することができた（図４）3)。 

 
 
 
図３ 「つまようじ法」による

TYLCV の検出(福田ら, 2005)．
黄化葉巻病罹病トマトの葉を

突いたつまようじを 50 μl(■)，
100 μl (◆)，250 μl (▲)，500 
μl(●)の 100mM Tris-HCl (pH 
8.0)に懸濁した．また健全トマ

ト葉 を突 いた 爪楊枝 を 50 
μl(□)，100 μl (◇)，250 μl (△)，
500 μl(○)の 100mM Tris-HCl 
(pH 8.0)に懸濁した．懸濁液 1
μl を LAMP 反応液に添加し、

63℃で 1 時間の反応を行った。 
 

 
 
 
５．「つまようじ法」におけるウイルス採取サンプルの保存法の検討 

 黄化葉巻病罹病トマト葉または健全トマト葉を突いた爪楊枝を 50 μl Tris-HCl (pH 8.0)
に懸濁し、4℃で 1 時間～4 時間保存した。これらの懸濁液を用いた LAMP 反応の結果を

図５に示した。トマト葉を突いたそれぞれの爪楊枝によって付着するサンプルに差がある

ため、濁度上昇までの時間に差はあるものの、罹病トマト懸濁液では反応開始から 35 分

までの間に、4℃での保存時間にかかわらず濁度の上昇が認められた。さらに、この懸濁

液を 4℃で 24 時間、48 時間保存した後に LAMP 反応を行ったところ、同様に濁度の上昇

が認められた（図５）。これにより、48 時間 4℃に保存した後の懸濁液からも TYLCV を

検出することができることが明らかとなった 3)。 
 一方、トマト葉を突いた爪楊枝をチャック付きのビニル袋に入れ、先の試験と同様に 4℃ 
で 1 時間～4 時間保存した後、LAMP 反応を行った。その結果、黄化葉巻病に罹病したト

マト葉を突いたすべての爪楊枝から TYLCV を検出することができた 3)。 
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図４ 「つまようじ法」によ

るバルク処理したサンプル

からの TYLCV の検出．(福田

ら, 2005)．■，バルク 1（健

全トマト 50 個体）；◆，バル

ク 2（健全トマト 49 個体，

黄化葉巻罹病トマト 1 個

体）；▲，バルク 3（健全トマ

ト 45 個体，黄化葉巻罹病ト

マト 5 個体）；●，バルク 4
（健全トマト 40 個体，黄化

葉巻罹病トマト 10 個体）；×，

バルク 5（健全トマト 25 個

体，黄化葉巻罹病トマト 25
個体）．それぞれのトマトを

突いた爪楊枝をバルク毎に

500 μl の 100mM Tris-HCl 
(pH 8.0)に懸濁した。懸濁液

1μl を LAMP 反応液に添加

し、63℃で 1 時間の反応を行

った。 
 
 

図５． 4℃保存後の「つま

ようじ法」懸濁サンプルから

の TYLCV の検出 (福田ら, 
2005)．黄化葉巻病罹病トマ

トの葉を突いた爪楊枝を 50 
μl の 100mM Tris-HCl (pH 
8.0)に浸して懸濁し、0 時間

(■)，1 時間(◆)，4 時間(▲)，
24 時間(●)，48 時間(＋)保存

した後 LAMP 反応に供試し

た。また健全トマト葉を突い

た爪楊枝を 50 μl の 100mM 
Tris-HCl (pH 8.0)に浸して

懸濁し、0時間(□)，1 時間(◇)，
4 時間(△)，24 時間(○)，48
時間(＊ )保存した後 LAMP
反応に利用した。懸濁液 1μl
を LAMP 反応液に添加し、

63℃で 1 時間の反応を行っ

た。 
 
６．コナジラミからのウイルス検出 

 コナジラミは体内に TYLCV を保持し，吸汁する際にウイルスをマトに感染させる。こ

れが黄化葉巻病を広げる唯一の経路であるため，ウイルスの保毒率を調べることによって
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病害の発生予察が可能となる。 
コナジラミからの TYLCV 検出には、黄化葉巻病に感染したトマトとキャベツから採取

したシルバーリーフコナジラミを用いた。パラフィルム上で１頭のコナジラミ 20 ml の

100mM Tris-HCl (pH8.0)で磨砕し、この磨砕液を鋳型にして LAMP 反応を行った。その

結果、罹病トマトで保毒させたシルバーリーフコナジラミでは明瞭な白濁が認められたが、

キャベツから採取したコナジラミではウイルスが検出されなかった 1)。これにより、LAMP
法によって１頭のコナジラミからの TYLCV 検出が可能となった。 
 
７．ＬＡＭＰ法の普及 

今回の研究の最終的な目標は、開発した検出法を農業現場で利用することにある。2003
年度から始まった研究成果現地普及事業で「トマト黄化葉巻病の総合的な防除対策の確

立」が課題化され、TYLCV の LAMP 診断を普及課へ技術移転することとなった。モデル

として海部農業改良普及課に予算がつき、LAMP 法に必要な備品と消耗品を購入すること

ができた。その後、県内の基幹普及課である安城・東三河農業改良普及課でも LAMP 診

断を行うことのできる態勢が整い、普及課単位でウイルス診断を行うことができるように

なっている。 
 このように今回の研究成果は関係する各所の協力にも恵まれ技術普及が進み始めてい

る。バイテク研究が農業現場で直接利用されるという例はこれまであまりなかったが、こ

れを期にバイテク研究と栽培現場が一体となった仕事ができればと考えている。 
 
引用文献 
1) Fukuta, S. et al. (2003) J. Virol. Methods 112:35-40. 
2) 福田至朗ら. (2005) 関西病虫害研究会報 47:37-42. 
3) 福田至朗ら. (2003) ブレインテクノニュース 100:28-31. 
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森林総合研究所 企画調整部 中牟田潔 
森林総合研究所 多摩森林科学園 松本和馬 

森林総合研究所 森林昆虫研究領域 中島忠一 
 
１．はじめに 

性フェロモンを利用した交信かく乱の防除効果は、畑や果樹園などの平地では効果が

期待できるが、急傾斜地では効果が薄いといわれている（Wakamura, 1992）。これは、森

林や林業場面において性フェロモン利用が少ない理由のひとつともなっている。筆者らは、

急傾斜地に植えられたサクラの林にてコスカシバに対して合成性フェロモンによる交信

かく乱を試みた。今回、ある程度の被害抑制効果が得られたのでその概要を報告する。 
コスカシバは、幼虫がバラ科サクラ属のサクラ、ウメ、アンズ、モモ、オウトウなど

の樹皮下に穿孔する害虫である。摂食による直接的被害や、穿入部位からの腐朽菌の侵入

による間接的被害により樹勢劣化や枯死をもたらす。本種の防除用のフェロモン剤として

Z3, Z13-オクタデカジエニルアセテートと E3, Z13-オクタデカジエニルアセテートを成分

とする「スカシバコン」が登録されており、果樹園などで交信かく乱に使用されている。 
 
２．コスカシバ誘殺数の推移 

多摩森林科学園のサクラ保存林は約８ha の面積を有し、そこに約 1,700 本のサクラが

植えられている。ほとんどが傾斜地であり、なかには斜度 30～45 度に達する場所も含ま

れている（図１）。サクラの枯死や樹勢劣化を防ぐために 1999 年までは樹幹への殺虫剤散

布による防除を行ってきたが、密度は減少せず、1996～1999 年にかけてはむしろ増加し

ている（図２、松本ら、2001）。そこで、2000 年よりスカシバコン®を用いた交信かく乱

による防除を試みた。 
Z3, Z13-オクタデカジエニルアセテートと E3, Z13-オクタデカジエニルアセテートの

1:1 混合物 50mg を含むディスペンサーを、ヘクタール当たり 450 本処理した。ディスペ

ンサーは、サクラの枝あるいは幹の高さ約 2m のところに設置した。さらに斜面上部に植

えられているサクラの周りにもフェロモン成分が漂うよう、サクラの植裁範囲を超えてさ

らに斜面上方 10ｍまでの範囲（大部分はアラカシなど照葉樹の二次林）にもディスペンサ

ーを設置した。コスカシバの発生数モニタリングには、粘着板中央にディスペンサーと同

じ組成の合成フェロモン 1mg を含浸させたゴムキャップをおいたフェロコン１C 型トラ

ップ６基を用いた。 
モニタリング用トラップへの誘殺数の推移を見ると、2000 年に交信かく乱を始めるま

では平均でトラップ当たり 10～30 頭が毎年誘殺されていたが、交信かく乱を開始した

急傾斜の林地における性フェロモンによる交信かく乱 
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2000 年は誘殺数が０になった（図２）。 
 

３．コスカシバ幼虫による被害の推移 

コスカシバによる被害は、2000 年から 2005 年まで毎年 1 回サクラ保存林内のすべて

のサクラを調査し、樹液流出あるいは糞排出のある穿入孔（図３）を有するサクラ個体を

被害木とし、被害木上の穿入孔をあわせて数えた。 
被害本数率（被害の見つかった木の本数／全調査木数）は、交信かく乱開始以降 10％

台を維持している。交信かく乱を始めるまでは被害調査を毎年は行っていないが、1988
年の調査では 45.6％（藤田ら、1988）、1995 年の調査では 27.1％（新島、1996）であっ

たことから、殺虫剤を散布していた当時と比較して、被害率は低下したと判断できる。 
また、サクラ 1 本当たりの被害痕数は交信かく乱を始めてからそれ以前に比べてかな

り減少しており、被害は皆無ではないが低いレベルで安定していると推察される。 
 
終わりに 

サクラ保存林は市民に対して通年公開しており、４月のサクラの開花期には１ヶ月間

に５万人を越える入場者がある。また、多摩森林科学園は住宅地にも接しており、農薬の

散布は可能な限り避けたい。また、性フェロモン用いた交信かく乱によりコスカシバの被

害を、殺虫剤を散布していた頃よりも低く抑えることができた。したがって、サクラ保存

林におけるコスカシバの被害対策は、殺虫剤散布から性フェロモンを用いた交信かく乱に

置き換えることが可能だと考えられる。 
 
 
引用文献 
藤田和幸、野淵輝、槙原寛、五十嵐正俊、佐藤重穂 (1988) サクラ保存林におけるコスカ

シバ被害と品種との関係、日林関東支論 40:180-190. 
松本和馬、中牟田潔、中島忠一 (2001) 多摩森林科学園サクラ保存林のコスカシバ被害と

防除、林業と薬剤、156 号１－６． 
新島渓子 (1996) コスカシバのフェロモントラップによる生態解明、多摩森林科学園年報、

18:11-13. 
Wakamura S (1992) Development in application of synthetic sex pheromone to pest management.  

Japan Pesticide Information, 61:26-31 
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    図１ サクラ保存林内の遊歩道沿いに植えられたサクラ 
 
 

 
    図２ トラップ 1 基当たりの年間誘殺数の推移（松本ら、2001 より） 
 
 

 
図３ コスカシバの被害。穿入孔から排出された木屑や糞が樹液によって固まっている。 
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千葉県農業総合研究センター 生産環境部 

 応用昆虫研究室 片瀬 雅彦  

 
１．はじめに  

コンフューザーＶ（アルミゲルア・ウワバルア・ダイアモルア・ビートアー

ミルア･リトルア剤、信越化学工業株式会社）は、合成性フェロモンを有効成分

とした交信撹乱剤である。2001年から全国各地で数十ヘクタール規模の現地試

験が行われ、2004年９月に農薬登録された。既に、本剤の露地野菜における利

用方法および防除効果について、本誌などで紹介されている（福田、2004；藤

沢、2005；大野、2005；豊嶋・栗原、2005）。  

千葉県では2003年から本剤の現地試験が実施され、2005年からは一部の地域

で普及が始まった。本稿では、千葉県での現地試験の概要と普及状況および今

後の課題を紹介する。 

 

２．コンフューザーＶの概要  

コンフューザーＶの対象作物は野菜類、対象害虫はコナガ、オオタバコガ、

ヨトウガ、ハスモンヨトウ、シロイチモジヨトウ、タマナギンウワバの６種で

ある。さらに、野菜栽培地域ではマメ類、イモ類、花き類なども栽培されるた

め、これらに対する適用拡大も検討されている。  

本剤は長さ20cmの２本のチューブを両端で接着させた形状をしており、設置

数は10ａ当たり100本である。通常、１本の支柱に本剤を４本取り付け、これを

10ａ当たり25本設置する。防除する地域全体に一斉に設置するが、設置日に定

植・播種が完了していない圃場では周囲に本剤を仮設置しておき、定植・播種

が完了した時点で圃場全面に再設置する。  

 

３．千葉県におけるコンフューザーＶの現地試験件数と普及事例数  

千葉県で実施された現地試験は、2003年が１件、2004年と2005年が４件であ

った（表１）。2005年からは現地で普及が始まり、２か所の地域で導入された。  

現地試験はメーカー（信越化学工業株式会社、サンケイ化学株式会社）およ

び日本植物防疫協会からの委託により、農業総合研究センター、農業改良課技

術指導室、千葉、印旛、海匝および山武の各農林振興センター、ＪＡ全農ちば、

ＪＡちばみどり、ＪＡ山武郡市、ＪＡ成田市、丸朝園芸農業協同組合などの関

係機関によって共同で実施された。また、市原市の普及は姉崎蔬菜組合が、富

千葉県におけるコンフューザーＶの現地試験の概要と普及状況 
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里市の普及は富里市農業研究会が主体になって実施され、これに市原市、富里

市、ＪＡおよび県関係機関が協力した。  

表１ 千葉県におけるコンフューザーＶの現地試験と普及状況 

注）（普及）は、委託試験ではなく現地における普及事例であることを示す。 

 

 

４．露地にコンフューザーＶを設置した現地試験の結果概要  

千葉県で実施された現地試験の成績の一部は既に公表されているが（日本植

物防疫協会、2004、2005；千葉県農林水産部、2006）、現地試験の概要をまと

めると次のようになる。 

(1)試験場所  

現地試験の目的は、千葉県の野菜栽培地帯におけるコンフューザーＶの防除効

果の確認および実用性の検討と、野菜栽培地帯に点在するダイズ、ラッカセイ

およびサトイモにおける防除効果の検討であった。このため、葉菜類を中心と

した県北東部の旭市（旧飯岡町）および銚子市、野菜類とイモ類およびマメ類

が混在している県中央部の成田市および芝山町を主な試験場所とした（表１）。

旭市の試験圃場は三方を丘陵に囲まれた谷津でフェロモン濃度が維持されやす

い地形であるため、本剤の防除効果が期待できる地域である。また、芝山町の

試験圃場は周囲が防風林および山林に隣接した平坦地である。 

 

実施年  実施場所  面積  
(ha) 主な作物  設置日  試験の委託元  

2003年  旭市 (旧飯岡町）  23 キャベツ、レタス、パセリ ９月12日  メーカー  

2004年  

旭市 (旧飯岡町 ) 
成田市・芝山町  
市原市  
大網白里町  

23 
22 
3 

（施設）  

キャベツ、レタス、パセリ 

ニンジン、サトイモ、ダイズ 

ダイコン 

シシトウ 

９月３日  
７月22日  
９月17日  
４月７日  

メーカー  
日本植物防疫協会  
メーカー  
メーカー  

2005年  

旭市･銚子市  
芝山町  
市原市  
旭市  
市原市  
富里市  

35 
25 

（施設）  
（施設）  

22 
9 

キャベツ、レタス、ダイコン 

ニンジン、サトイモ、ダイズ 

ハーブ類 

ハーブ類 

ダイコン 

ニンジン 

９月２日  
８月３日  
８月17日  
６月17日  
９月16日  
８月４日  

日本植物防疫協会  
日本植物防疫協会  
メーカー  
メーカー  
（普及）  
（普及）  
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(2)試験方法  

試験区として本剤を100本 / 10a設置した地域を処理区とし、処理区の外縁から1

00ｍ以上離れた圃場を無処理区とした。処理区内にビニルハウスなどの施設が

ある場合、施設の敷地面積に設置する本数を施設内の高い所に設置した。処理

区と無処理区の圃場にフェロモントラップを設置し、本剤を設置する約２週間

前から設置終了までの約４か月間、１週間ごとに誘殺数を調査した。また、ハ

スモンヨトウ、オオタバコガおよびヨトウガのつなぎ雌を処理区と無処理区に

夕方設置し、翌朝回収して交尾の有無を調査した。さらに、散布履歴および耕

種概要がほぼ同じ圃場を処理区と無処理区から数か所選び、食害状況、食害株

数および寄生虫数を調査した。  

(3)試験結果  

 ①フェロモントラップ調査の結果  

適用害虫のコナガ、オオタバコガ、ヨトウガ、ハスモンヨトウ（図１）、シ

ロイチモジヨトウおよびタマナギンウワバのフェロモントラップにおいて、雄

成虫は無処理区で誘殺されたが処理区ではほとんど誘殺されなかったことから、

本剤による交信撹乱効果が裏付けられた。オオタバコガの場合、処理区中央部

でほとんど誘殺されなかったが、処理区の外縁部付近では誘殺されることがあ

った（図２）。  

さらに、適用害虫ではないタバコガ、タマナヤガ、イラクサギンウワバおよ

びイチジクギンウワバでも、雄成虫は無処理区で誘殺されたが処理区ではほと

んど誘殺されなかった。これらの害虫に対しても本剤の交信撹乱効果が期待で

きる。ただし、イラクサギンウワバの場合、誘殺数がやや多くなることがあっ

た（図３）。なお、イチジクギンウワバはキクギンウワバのフェロモントラッ

プに誘殺された。  

これに対し、処理区および無処理区とも同様に雄成虫が誘殺された害虫は、

カブラヤガ、キクキンウワバ（図４）およびハイマダラノメイガであった。こ

れらの害虫に対する本剤の交信撹乱効果は期待できない。一方、キクギンウワ

バの場合、処理区および無処理区ともに雄成虫が誘殺されず交信撹乱効果を確

認することはできなかった。  
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図１ ハスモンヨトウのフェロモントラップによる誘殺数（2005 年、旭市・銚子市） 

      図中の矢印はコンフューザーＶの設置日を示す（９月２日）。 
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図２ オオタバコガのフェロモントラップによる誘殺数（2005 年、旭市・銚子市） 

図中の矢印はコンフューザーＶの設置日を示す（９月２日）。 
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図３ イラクサギンウワバのフェロモントラップによる誘殺数（2005 年、旭市・銚子市） 

      図中の矢印はコンフューザーＶの設置日を示す（９月２日）。 
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図４ キクキンウワバのフェロモントラップによる誘殺数（2005 年、旭市・銚子市） 

     図中の矢印はコンフューザーＶの設置日を示す（９月２日）。10月６日に

フェロモントラップを設置。 
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②つなぎ雌調査の結果  

ハスモンヨトウおよびヨトウガのつなぎ雌調査において、交尾個体は無処理

区で確認されたが処理区ではまったく確認されなかったことから、本剤の交信

撹乱効果が裏付けられた（表２）。一方、オオタバコガの場合、本剤の設置14

日後と45日後に同じ場所で調査を行った結果、いずれも処理区の交尾率が無処

理区よりも低かったが、14日後の処理区の交尾率は17％とやや高かった。設置1

4日後の場合、仮設置の圃場が多かったことから、フェロモン濃度が不十分でオ

オタバコガに対する交信撹乱効果が低くかった可能性がある。また、2005年に

旭市・銚子市で行った調査では、処理区の外縁部付近に設置したオオタバコガ

のつなぎ雌で交尾率がやや高かった。  

表２ コンフューザーＶの処理区と無処理区におけるつなぎ雌の交尾数 

（2003年、旧飯岡町） 

交尾数／回収数／設置数  (交尾率％ ) 
 
 

つなぎ雌の  
設置月日  

 
 

つなぎ雌の種類  
処理区  無処理区  

9月26日  
 ハスモンヨトウ  
 ヨトウガ  
 オオタバコガ  

0 / 5 4 / 5 5 (  0)  
0 / 5 8 / 6 0 (  0)  
9 / 5 4 / 5 5 ( 1 7)  

2 5 / 5 5 / 5 5 ( 4 6)  
7 / 6 1 / 6 3 ( 1 2)  

2 5 / 5 4 / 5 6 ( 4 6)  

10月27日  オオタバコガ  1 / 6 0 / 6 3 (  2)  1 1 / 5 3 / 6 4 ( 2 1)  

注）9月26日はコンフューザーＶ設置14日後、10月27日は設置45日後 

③被害調査および寄生虫数調査  

処理区の食害程度および寄生虫数が無処理区よりも少なかった作物と害虫は、

キャベツにおけるヨトウガおよびコナガ（表３）、ダイコンにおけるコナガ、

パセリにおけるハスモンヨトウ、ヨトウガおよびウワバ類、ダイズにおけるハ

スモンヨトウおよびウワバ類、サトイモにおけるハスモンヨトウ（表４）であ

った。害虫種を特定できなかったが、リーフレタスの食害株数も処理区が無処

理区より少なかった。また、アンケート調査や聞き取りなどによると、処理区

内の害虫発生量が少なかったと感じた農家がいた。  

上記以外の作物では、ニンジン、施設トマトおよび施設キクにおいても本剤

による防除効果があったという意見が出された。ニンジン圃場ではウワバ類が

確認されたが、種の特定ができず、処理区と無処理区の差を数値として客観的

にとらえることはできなかった。葉菜類に対する本剤の防除効果は比較的容易

に把握できるが、根菜類および果菜類に対する防除効果の評価は難しい。2006
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年の現地試験では、ニンジンにおける防除効果を再度評価するとともに、施設

トマトにおけるハスモンヨトウ、オオタバコガなどに対する防除効果を再調査

中である。  

 

表３ コンフューザーＶの処理区と無処理区におけるキャベツの食害株数と寄生虫数 

（2005年11月２日、旧飯岡町） 

食害株数  幼虫数と蛹数の合計  
試験区  圃場  

番号  
調査  
株数  コナガ   その他 コナガ ウワバ類 ヨトウガ 

処理区  

1 
2 
3 
計  

   80 
   80 
   80 

240 

  8 
  20 

9 
37 

   20 
   24 
   44 
   88 

1 
2 
0 
3 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

無処理区  

4 
5 
6 
計  

   80 
   80 
   80 
 240 

   26 
   64 
   22 
  112 

   45 
   66 
   30 
  141 

3 
19 
4 

26 

2 
0 
0 
2 

15 
0 
0 

15 

注）コンフューザーＶ設置61日後 

 

 

表４ コンフューザーＶの処理区と無処理区におけるサトイモのハスモンヨト

ウによる食害株数（2005年10月7日、芝山町） 

試験区  圃場番号  調査株数  食害株数  

処理区  

1 
2 
3 
4 

200 
200 
200 
200 

18 
11 

2 
0 

無処理区  5 
6 

200 
200 

165 
122 

注）コンフューザーＶ設置65日後 

 

 

５．施設のみにコンフューザーＶを設置した現地試験の結果概要  

これまでに、コナガコンなどの交信撹乱剤を施設内のみに設置する方法が検

討され、換気方法などの影響により防除効果が不安定になることが指摘されて
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いる（大林ら、1989；石塚ら、1989；田中、1993）。そこで、大型施設で栽培

されているハーブ類を対象にコンフューザーＶの防除効果を検討した（片瀬ら、

2006）。  

旭市および市原市でハーブを水耕栽培している1,000㎡規模の鉄骨ビニルハウ

スに、本剤を200本 / 10a設置した。これを処理区とし、本剤を設置しない施設を

無処理区とした。コナガとハスモンヨトウのフェロモントラップによる誘殺数

は、処理区が無処理区よりも著しく少なかった。多種類のハーブ類が栽培され

ていたが、この中からコナガによるルッコラの食害およびハスモンヨトウによ

るチャービルの食害を調査した結果、食害株数は処理区が無処理区よりも著し

く少なく、高い防除効果が認められた。  

これらの結果から、施設における減農薬栽培技術として本剤を利用できる可

能性が示唆された。また、ハーブ類などのマイナー作物において、本剤は有効

な防除手段の一つになると考えられる。2006年も引き続き施設ハーブにおける

防除効果を調査するとともに、施設ネギのネギコガおよびシロイチモジヨトウ

に対する防除効果も検討中である。  

 

６．野菜栽培地域におけるコンフューザーＶの課題  

コンフューザーＶを導入する場合、設置地域の関係者の合意形成を図る中で、

10ha規模のまとまった設置地域を確保することが重要である。設置地域の中に

合意が得られない農家の圃場や非耕作地など本剤を設置しない部分が多くなる

と、交信撹乱効果が低下してしまう危険がある。このため、地域の中で意欲的

に減農薬栽培に取り組む農家を中心として、本剤の設置を地域や集落の共同防

除の一環としてとらえ、地域全体で害虫防除を考えようとする意識と理解を深

めていくことが重要である。現在、「持続性の高い農業生産方式」の導入が全

国的に進められており、千葉県では「ちばエコ農業」推進事業により産地や農

産物について県独自の認証が行われ、消費者の求める安全・安心な農産物の供

給が進められている。このような情勢の中で、減農薬に対する理解と関心が増

しつつあることが、本剤の導入を後押ししている。さらに、地域の合意形成を

進める上で、県、市町村、ＪＡなどの行政や関係機関による支援が不可欠であ

る。  

また、本剤の効果的な利用を考える上で、設置時期の決定も重要である。害

虫密度が高まる前に本剤を設置する必要があるために、設置時期は地域全体の

定植・播種の２割が終了した時期が基準になっている。設置よりも前に定植・

播種した圃場では害虫が発生し始め、定植・播種時期が遅い圃場は仮設置の期

間が長くなり、いずれの場合も本剤の防除効果を低下させる要因になりかねな

い。このため、各圃場の定植・播種時期をなるべく揃えたいが、現実的には難
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しい。例えば、2004年に旭市（旧飯岡町）で行われた現地試験において、本剤

を設置してから75日後の設置状況を調査したところ、キャベツの定植はほぼ完

了しており仮設置の圃場は少なかったが、リーフレタスの定植は遅いために仮

設置したままの圃場が多かった（表５）。また、芝山町の試験圃場では野菜類、

イモ類、マメ類、施設野菜、花き類など多くの作物が栽培されており（表６）、

これらの定植・播種時期を揃えることは不可能である。したがって、本剤の設

置時期を考慮して、作物ごとに他の防除手段を有効に組み合わせた体系防除を

行うことが重要になる。また、仮設置する場合、地域全体のフェロモン濃度が

維持されるように、本剤をなるべく広く設置しておきたい。  

現地試験を経験した農家の反応は様々で、本剤の防除効果を実感して今後も

続けたいという声がある一方、コストに見合う防除効果が得られないと感じる

農家もあった。これまでの現地試験では処理区と無処理区から散布履歴がほぼ

同じ圃場を選び、食害状況や寄生虫数を比較して交信撹乱による防除効果を評

価したため、処理区内の減農薬化を進めてこなかった。今後の普及段階におい

ては、病害虫の発生状況を判断しながら徐々に減農薬化を推進していくことが

重要になる。これには、IPMを反映させた病害虫防除体系を組み立て、減農薬化

を推進する指針を農家に示す必要がある。  

農家の合意形成を阻害する最大の要因として、本剤の経費（10ａ当たり約１

万円）が挙げられる。この経費に対する農家の考え方は、栽培作物の収益性、

減農薬への取り組み姿勢、防除の作業性などの違いから様々であるが、概して

農家は本剤の経費が高いと感じている。本剤を組み込んだ病害虫防除体系の経

営的評価は、IPMを反映させた防除体系を農家が十分理解し、数年間の実施によ

って減農薬化が進んだ段階で結論が出せると思われるが、本剤の今後の継続的

な実施のためには経営的評価と農家の理解が急務である。  

表５ コンフューザーＶを設置してから 75日後におけるコンフューザーＶの設置状況

（2004年 11月17日、旧飯岡町）                 

コンフューザーＶ  
設置面積（ａ）  

作物  

設置  仮設置 (内数 ) 

 
仮設置率  
（％）  

キャベツ  
リーフレタス  
パセリ  
シュンギク  
ダイコン  

865 
866 

36 
6 

75 

110 
475 

0 
0 

16 

13 
55 

0 
0 

21 
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注）仮設置とは、コンフューザーＶの設置時に定植・播

種が完了していない場合、定植・播種が完了するま

で圃場の周囲にコンフューザーＶを設置しておくこ

とを指す。設置面積には最終的に作付けしなかった

圃場も含む。     
 

 

表６  コンフューザーＶを設置した圃場の作物別の栽培面積（2005年、芝山町） 

 作物  栽培面積（ａ）  

露地  

ニンジン  
サトイモ  
ヤマノイモ  
ショウガ  
ラッカセイ  
果樹苗  
茶  
その他  
非耕作地  
計  

599 
409 
108 

36 
25 
22 
16 

481 
49 

1,745 

施設  

トマト  
キュウリ  
花き類  
その他  
計  

327 
51 

267 
85 

730 

計   2,475 

注）施設の面積は敷地面積  

 

７．野菜のIPMに向けた今後の取り組み  

コンフューザーＶは IP Mにおける予防的な防除手段の一つとして位置づけら

れる（矢野、2006）。今後、千葉県の露地野菜を中心とした地域で本剤を利用

していくには、豊嶋（2005）、梅川ら（2005）などを参考にしながら、本剤を

基幹技術とした IPMに基づく病害虫防除体系を組み立てなくてはならない。既に

本剤が普及している段階で防除体系を考えるのは順序が逆であるが、本剤の導

入を契機に IP Mに対する理解と定着を図ることも一つの実践的手法かもしれな

い。これに合わせて関係機関が協力しながら、作物、害虫、土着天敵、これら

を取り巻く気象環境や栽培環境、使用された薬剤、農家の意識など様々なデー

タを積み重ねていく必要がある。時間と人員が制約された中で十分な調査を行

うことは難しいと思われるが、前向きに取り組みたい。  
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ＴＹＬＣＶ抵抗性品種について 
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有限会社ベストクロップ  
橋本 文博 

 
トマト黄化葉巻病は年々広がりを見せ、当初の発生地域である東海、九州北部から、今

日では関東までも含むようになり、大半の温暖地で被害を出すようになった。 
罹病したトマトは生長点が黄化して葉が巻き、成長が止まる。長段採りの計画が、途中

で早々と栽培を打ち切る深刻な被害となる。 
対策として、黄化葉巻病の原因ウィルスの媒介者であるシルバーリーフコナジラミの防

除やネットによる温室への侵入防止、地域ぐるみでの栽培期間の規制などが徹底されてき

た。そのおかげで、多くの産地では被害を最小限に食い止めているが、一作を通じての警

戒態勢が続くため、生産者段階への負担が大きい。 
２、３年前から黄化葉巻病に対する抵抗性品種が海外から紹介されるようになっており、

当社はその先駆けとして、２００４年７月にそれらの品種の輸入販売を始めた。黄化葉巻

病対策は、抵抗性品種を用いることが最も簡単で確実な方法であることから、特に生産者

段階から、抵抗性品種導入の要望は大変強い。 
これまでに、幾つかの産地でその導入に取り組んできた事例をここで整理してみる。 
 

導入のためのプロセス 
 

 
 
 
 
 
 
 
① 抵抗性品種の導入 
表１のように、大玉、中玉、ミニトマトの各ジャンルの抵抗性品種が我が国に紹介され

るようになっている。ミニトマトは、我が国の従来品種と大きな違いはないが、中玉や大

玉トマトについては、我が国で主流のピンク系トマトに比べて、黄化葉巻病抵抗性品種の

大半は、海外の赤系トマトにあたる品種である。ピンク系トマトは、着色途中にピンク色

を経て赤くなる品種、赤系トマトは着色途中にオレンジ色を経て真っ赤になる品種であり、

外観の印象が異なる。   

①抵抗性品種の導入 

販売、栽培の両面を考慮

して品種を選ぶ 

②生産体制の確立 

栽培面で、従来品種

と異なる部分への対

応を行う 

③販売体制の確立 

従来品種と異なる

生産物を、いかに売

ってゆくか対策す

る 

抵抗性品種を用いたトマト黄化葉巻病対策 
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② 生産体制の確立 
 赤系トマトを導入した場合、ピンク系トマトに比べて生育が旺盛で、収量性が高いため、

管理作業を大幅に組み替える例が多い。その他の病害に対する強さも、従来品種とは異な

る部分がある。 

③ 販売体制の確立 
 黄化葉巻病抵抗性品種の導入にあたって、最もハードルになるのが、売り先の確保であ

る。 
海外からの赤系トマト品種には、下図に示すように、メリットは沢山ある。デメリット

も併記したが、これはあくまで現時点でのデメリットである。日本のトマトマーケットは、

今後益々赤系トマトに慣れてくる傾向にあるため、実の硬さや、食味に対する評価は、今

後理解が進んでゆくだろう。 
 ただし、現時点では、赤系トマトの生産物を受け入れてくれる売り先を探す作業や、店

頭で消費者を啓蒙してゆく活動が必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
結び 

ＩＰＭ：病害虫の総合防除の手段として、抵抗性品種は極めて効果的である。ところが、

トマト黄化葉巻病の分野においては、抵抗性品種を導入できるかのカギは、生産物の販売

の成否が握っている。この背景には、欧米と我が国とのトマトに対する概念の違いがある

のだが、食文化は刻々変わるものであるため、数年後には一層受け入れられる場面が増え

ているであろう。抵抗性品種は、何よりも生産者段階にメリットが多いことから、ぜひ導

入してあげたい技術である。 
 
写真：黄化葉巻病抵抗性  

中玉トマト 「センセイ」 
 

 
 

赤系トマト 生産物のメリット 

・ 完熟時の真っ赤な色合いがきれい 

・ 実が硬く、日持ち性、鮮度感に優れる 

・ 業務用に使いやすい 

・ 生食にも十分使える 

 

赤系トマト 生産物のデメリット 

・ 着色途中がオレンジ色っぽいことと、

実の硬さが、日本では違和感となる 

・ 糖度偏重の品種でないため、高糖度マ

ーケットには入りにくい 
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                  アリスタライフサイエンス株式会社 
 和田哲夫 

 
現在ヨーロッパを中心に開発されている黄化葉巻病ウイルス（ＴＹＬＣＶ）耐性品

種はもともとこの病気の発生地でもあったイスラエルで作出され、その後このウイル

スは地中海周辺諸国で猛威をふるい、トマトの最大の生産国であるスペインにおいて

大問題となっています。またオランダが多くのスペイン向けのトマト種子を輸出して

いる関係で、その開発の中心はオランダに移っています。 
 
下記品種は現在おもにスペインで使用されている品種ですが、他の多くの品種と同じ

で本ウイルスに対して１００％耐性を示すわけではありません。 
 
ウイルスに感染しないわけでなく、発病しないということでウイルスを保持している

場合もあり、感染源とならないように非耐性品種と同様、コナジラミ対策は必要です。 
 
また欧州品種であるためいわゆる赤系トマトであり、貯蔵性は高いが、糖度は一般的

に低いことを念頭にいれたうえでの栽培が必要となってきます。 
 
ネット、天敵、微生物、農薬などと組み合わせて利用されることをお勧めします。 
 
 
品種：「ベローナ」 

 

アリスタ 黄化葉巻病ウイルス（ＴＹＬＣＶ）耐性品種説



表１           　黄化葉巻病抵抗性トマト品種　　　
販売：　有限会社ベストクロップ

育成：　オランダ・　エンザ社

品種名 果実サイズ 病害抵抗性 特性

セトコパ 160～180ｇ
ToMV Cf:1-5 VaVd Fol:0,1 For
MaMiMj TSWV TYLCV

・大玉系のなかでは小ぶり
・着果安定で玉揃いに優れ病害に強い
・硬い果実で日持ち性優れる

センセイ 90～110ｇ ToMV VaVd Fol:0,1 TYLCV
・中玉系で玉揃い良く房採りもできる
・硬い果実で日持ち性優れる
・塩害などのストレス条件下で食味良好

E21. 32778 30～40ｇ ToMV VaVd Asc TYLCV
・中玉系で、アランカ（レンブラント）サイズ
・食味は、アランカ、カンパリに匹敵する。

エレトロ 20～25ｇ ToMV Fol:0,1 TSWV TYLCV
・大粒系のミニトマトで房採りもできる
・果実の色は濃い赤色
・しっかりとした食感で高糖度

モレリーノ 20～25ｇ ToMV TYLCV
・大粒系のミニトマト
・果色はショルダーグリーンが強く残る深い赤色
・食べやすい食感で高糖度

E20. 33096 12～15ｇ
ToMV TYLCV Cf:1-5 VaVd
Fol:0

・小粒だが、粒揃いの良いミニトマト
・果実は艶が良く、やや明るく大変美しい

品種名 果実サイズ 病害抵抗性 特性

ベローナ 140g ToMV,TSWV,TYLCV、Fol:01,Va,Mi
着果性が良い。暑さ・寒さに強い。

果実の形状がそろっている。

ミラノ １５０～１６０g ToMV,TSWV,TYLCV 着果性が良い。寒い環境に強い。

フィレンツェ ２００～２３０ ToMV,TSWV,TYLCV、Fol:01,Va,Mi 大玉トマト。　生食に適している。

ToMV タバコモザイクウイルス　トマト系
TSWV トマト黄化えそ病
TYLCV トマト黄化葉巻病
Cf:1-5 葉カビ病（レース１－５対応）
Fol 萎凋病
For 根腐萎凋病
Va 半身萎凋病
Mi ネコブセンチュウ

ToMV：タバコモザイクウイルストマト系統、TYLCV：黄化葉巻病､　TSWV:トマト黄化えそ病、VaVd：半身萎ちょう病、Fol 0,1：萎ちょう病レース0,1
Cf1-5:葉かび病レース1‐5抵抗性、　For : トマト根腐萎凋病、　Ma：アレナリアネコブセンチュウ、　Mi：サツマネコブセンチュウ、　Mj：ジャワネコブセンチュウ、  Asc:アルタナリア茎枯病

          販売：アリスタライフサイエンス（株）　育成　ライク・スワン社（オランダ）

  48



 49 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ボタニガードＥＳ 

■マイコタール 

■プリファード水和剤

シルバーリーフコナジラミに 

効果のある微生物剤 
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■ボタニガード ES のご紹介 

 ボタニガードＥＳは昆虫に寄生する糸状菌（カビの仲間）～ボーベリア・バシアーナ～

を有効成分とする殺虫剤です。 

有効成分のボーベリア・バシアーナは広い寄主範囲を持ち、コナジラミ類やスリップス

類、コナガにも有効です。またオイル製剤により今までの微生物剤のような湿度条件に

よる効果の振れを低減しています。 

 

 
 
 
 
 
 
特長１：昆虫寄生性微生物を有効成分とするため薬剤抵抗性害虫にも高い効果 

 有効成分のボーベリア・バシアーナが昆虫に寄生して殺虫作用を示すので、既存の薬

剤に抵抗性を獲得した害虫に対しても高い効果を発揮します。化学薬剤のように害虫に

対して効果が低くなる可能性が極めて低い剤です。 

 

特長２：広い寄主範囲で多種類の害虫高い効果 

 ボタニガードＥＳの登録範囲はコナジラミ類、スリップス類、コナガですが、その他

の寄主範囲としてアブラムシ類、コガネムシ類、カイガラムシ類、ゾウムシ類が判って

います。これまでの生物剤は対象害虫が単一であることが多かったですが、ボタニガー

ドＥＳは幅広い対象害虫から作物を守ります。 

 

特長３：保湿オイルで高い防除効果 

  微生物農薬は温度や湿度条件による効果の振れが欠点とされてきましたが、ボタニガ

ードＥＳは保湿成分としてオイルを含むことによって微生物農薬の欠点を解消していま

す。これにより施設内だけではなく野外の野菜類にも使用でき、従来の化学農薬と同等

の高い防除効果を発揮します。 

微生物天敵製剤 

ボタニガードＥＳ 
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特長４：使用回数の制限がない 

 人畜毒性が極めて低いこと、抵抗性獲得の問題が極めて低いことからボタニガードＥ

Ｓには総使用回数の制限がありません。農薬の散布回数にカウントされないため、有機

農産物や減農薬農産物にも積極的に使用することができます。 

特長５：マイナー野菜にも使える登録内容  

 野菜類での作物登録があるので、登録薬剤が少ないマイナー野菜にも使えます。 

寄主範囲も広いのでマイナー作物の基幹防除剤としての位置づけも可能です。 

 

規格と性状 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

登録状況 

作物名 適用病害虫 希釈倍数 使用液量 使用時期 総使用回数 使用方法 

コナジラミ類 

アザミウマ類 野菜類 

コナガ 

500 倍 200～300L/10a 発生初期 － 散布 

 
 
 

商品名 ボタニガード ES 

種類名 ボーベリア・バシアーナ乳剤（500ml） 

有効成分量 

ボーベリア・バシアーナの胞子 

〔Beauveria bassiana〕 

2.1X1010 spore/ml 

保存性 冷暗所で保存 

性状 淡褐色懸濁油状液体 
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■ボタニガード ES の作用機作 

有効成分のボーベリア・バシアーナが昆虫に寄生して殺虫作用を示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解 説 

作用１：ボタニガードを散布。 

 

作用２：昆虫の表面に分生子（ボタニガードの胞子）が付着します。 

 ボタニガードは虫体への直接接触が必要です。  

 

作用３：分生子が発芽します。 

 発芽条件を良くするために、湿度が維持できる夕方の散布が必要です。 

 

作用４：発芽した分生子が昆虫の体内に侵入します。 

 発芽後、菌糸は酵素と機械的な力によって表皮を貫通し、虫体内へと侵入します。 

 

作用５：Beauveria bassiana が昆虫体内で増殖。  

 侵入した菌糸は虫体を栄養源として体内で繁殖することにより、対象害虫を死に至らしめま

す。 
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作用６：感染虫から発達した分生子が他の虫に付着して感染します。 

 感染から死亡までの期間は、温度条件などにより変動しますが、感染後４～10 日以内に死

亡します。  

 

 

■ボタニガード ES の使い方 

１．散布液の調整  

貯蔵中に分離することがあるので、希釈前に容器を 

よく振った後に５００倍に希釈します。 

より確実に希釈液を調整するために、あらかじめ少 

量の水と充分に攪拌した後最終的な水量をくわえてく 

ださい。 

水に希釈した状態で一晩以上放置すると効果がなく 

なるので、当日に必要な分だけ調整してください。 

 

 
 
２．散布 

害虫の発生初期に散布を開始します。 

散布は湿度を確保するために夕方行います。 

（200～300Ｌ／10a） 

対象害虫に散布液がよくかかるように、花の中 

や葉の表裏にまんべんなく散布してください。  

確実に効果を出すため７日間隔で合計３～４回 

散布してください。  
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３．散布後 

 散布後はハウスサイドを閉め切って湿度を 

高めてください。 サイドの閉め切りは一晩 

のみとして翌朝には開放してください。 

 散布後は温度と湿度が重要です。１８℃～ 

２８℃の温度条件と８０％以上の湿度条件を 

最低１５時間保ってください。乾燥が著しい 

ときは通路潅水などの対応をして下さい。雨 

天時の散布も効果的です。 

 
 
４．その他の注意事項 

1. 幼苗期の使用は避けてください。 

2. 連続散布回数は 4 回以内にとどめてください。 

薬害の症状は散布後、3～4 日程度で現れるため、3～4 日後に状況を観察、薬害らしきも

のが観察された場合には使用を一時中断してください。(この段階では実害を出すほどの

薬害は出ません) 

3. 蜜蜂に対して影響があるので、蜜蜂が活動している場所で使用する場合には、虫体及び

巣箱にかからないように注意してください。 

4. 蚕に影響があるので、桑畑が付近にある場合には桑葉にかからないように注意してくださ

い。 

5. 保存は冷暗所で行い、開封後は早めに使い切ってください。  
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■ボタニガード ES の効果 

１． コナジラミ類に対する効果 

試験場所：静岡県農業試験場 作物：トマト 処理：6月21日、28日、及び7月5日に 300Ｌ／10a

を散布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

試験概要 

無処理区ではコナジラミ類成虫及び４齢幼虫密度が著しい増加傾向を示し、それに伴っ

てすす病が激発した結果、7 月15 日には株が枯死して調査の継続が不可能となった。一

方ボタニガードＥＳ散布区では密度は減少傾向を示し、すす病の発生は まったく認めら

れなかった為、オンシツコナジラミ、シルバーリーフコナジラミのいずれに対しても防除効

果は高く、実用性は高い。  

 

 

 

 



 57 

 

２． アザミウマに対する効果  

試験場所：日本植物防疫協会高知試験場 作物：なす 

処理：2 月 8 日、15 日、22 日、3 月 1 日に 500 倍液を散布。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

試験概要 

アザミウマ類の発生はミナミキイロアザミウマが主体で、ミカンキイロアザミウマの発生も

極少数認められた。散布21 日後から密度抑制効果が認められ、43 日後まで寄生密度を

抑制し、効果が認められた。 
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３． きゅうりのオンシツコナジラミに対する防除効果 

2003 年日本植物防疫協会の試験より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象の M 水和剤が 23 日後には増加傾向だったのに対し、ボタニガード ES 区では低密度に

抑えた。 
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４． 効果の判断 

湿度が高い場合には散布後 10～18 日で、感染死亡虫の体表面から白いかびが生えて分生子

を作ります。（湿度・温度条件で日数は変ります）分生子は水滴や風などで飛散し、他の健全虫

に二次感染を引き起こす伝染源となります。 

※分生子の形成は、高湿度条件下のみで起こります。感染虫は分生子の発現が見られなくても

死亡します。 

  

アザミウマへの感染 コナジラミへの感染 

 

 

■薬剤の影響、薬害など 

ボタニガード ES の主成分であるボーベリア･バシアーナはかびの仲間であるため、殺菌剤や

一部の殺虫剤などとの混用や近接散布で影響を受けることがあるので注意が必要です。 

現時点で判っている他剤の影響については以下の通りです。 

 

影響の度合 0～25％ 25～75％ 75～90％ 90～100％ 

表示 ◎ ○ △ × 

殺虫剤の影響 

商品名 影響 商品名 影響 

デナポン水和剤 × パダン ◎ 

スミチオン乳剤 × マラソン ◎ 
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ケルセン ◎ ランネート ◎ 

エルサン ◎ オルトラン ◎ 

カルホス ◎ ダーズバン ◎ 

スプラサイド ◎ マブリック ◎ 

ダイアジノン ◎ ハイベニカ EC ◎ 

DDVP ◎ テルスター ◎ 

オマイト水和剤 ◎ マリックス × 

ディプテレックス ◎ オサダン ◎ 

エカチン ◎ デミリン ◎ 

ジメトエート ◎     

 
 

殺菌剤の影響  

商品名 影響 商品名 影響 

ダコニール 

(散布前後 3 日◎)  

× ロブラール(×1000) ×(2 日) 

ダイファー 

(散布前後 4 日◎) 

× オキシンドー(×1000) ○ 

ダイファー(×1000) ○ ルビゲン(×1000) ○ 

ベンレート(×1000) 

(×3000 では○) 

× バイコラール(×1000) ○ 

トップジン(×1000) △ パンソイル乳剤(×1000) ○ 

ジマンダイセン × オーソサイド(×1000) △ 
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(散布前後 4 日◎) 

ジマンダイセン(×1000) ○ バイレトン(×1000) △ 

スミレックス(×1000) ○ トリフミン(×1000) △ 

カスミン ◎ タチガレン(×1000) △ 

有機銅 ◎ アントラコール(×1000) × 

水酸化第二銅(×1000) ◎ 
サプロール(×1000) 

(3000 倍で○、散布前後 2 日◎) 
× 

イオウフロアブル(×1000) ◎ アミスター ×(4 日) 

デランフロアブル(×1000) ◎ ラリー ×(2 日) 

 
 

混用して 2 週連続で散布した場合の影響  

商品名 影響 

サルバトーレ ME △ 

スミブレンド △ 

ダコニール ◎ 

トップジン ◎ 

ボトキラー ◎ 

リドミル MZ ◎ 

 

室内試験では影響が強くでる薬剤も実際の圃場で混用して 2 回連続（1 週間おき)散布すると影響

が弱まるようです。このことからも散布は複数回が基本といえます。 
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薬 害 

ボタニガード ES はオイル製剤のため、過剰な複数回散布などで薬害が見られる場合があります。

散布にあたっては次の注意事項を守ってください。 

１．幼苗期の使用は避けてください。 

２．連続散布回数は 4 回以内にとどめてください。 

３．高濃度での使用は避け希釈倍率は厳守してください。  

薬害の症状は散布後、3～4 日程度で現れるため、3～4 日後に状況を観察、薬害らしきものが観

察された場合には使用を一時中断してください。(この段階では実害を出すほどの薬害は出ませ

ん)  

 

引用文献 

http://www.savegreen.co.jp/info/botani.htm 
有限会社サギサカ Save Green より 
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「マイコタール」は昆虫に寄生する糸状菌"バーティシリウム・レカニ"を有効成分とする殺虫剤で

す。マイコタールに使用されている"バーティシリウム・レカニ"はコナジラミ類・アザミウマ類に感

染する系統を使用しており、天敵などの有用昆虫へ実用面で感染する心配はありません。また、

日本でも土壌中などから普通にみることができる菌であり、環境への負荷も少ない剤といえます。 

 

有効成分及び含有量：バーティシリウム・レカニ胞子(Verticillium lecanii )・・・3.0X109spore/g 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
特 徴 

★コナジラミ・アザミウマに寄生する昆虫病原性糸状菌を有効成分とするため、天敵に影響をほ      

とんど与えません。 

★従来の殺虫剤と同等の高い防除効果を発揮します。 

★薬剤抵抗性コナジラミ類に優れた効果を示します。 

★改正 JAS 法に適合するので、有機栽培・減農薬栽培等でもご使用いただけます。（農薬散布

回数にカウントされません） 

 

 

 

微生物でコナジラミ、アザミウマを退治する 

マイコタール 
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コナジラミ類防除のしくみ 

１．散布によりバーティシリウム・レカニの胞子がコナジラミの体に付着 

 

 

 

２．付着した胞子が発芽し、体表面の皮膚を貫通してコナジラミ体内に侵入 

 

 
 

３．コナジラミ体内の水分・養分を利用して増殖 

 

４．コナジラミの死亡 
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適用害虫と使用方法 
 
 
 
 
 
 
 
効果を出すためのポイント 

散布液の調整  

胞子の発芽を促すため、散布 2～4 時間前に少量の水で懸濁しておきます。 

その後、所定量の水を加えて十分にかきまぜ、速やかに散布します。 

タイミング  

害虫の発生初期に散布をはじめます。 

条件  

最適な感染条件にするために散布後少なくとも半日間は、温度を18～28℃、相対湿度を80％以

上に保ちます。 

→熱帯夜の様な条件が最適 

時間  

散布は午後遅くか夕方に行います。日中の散布は菌が乾燥する恐れがあるので好ましくありま

せん。 

箇所と回数  

特にコナジラミ類が好んで生息する葉裏や花、成長点に十分かかるようにし、7 日程度の間隔で

合計 2～3 回散布します。 
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〔注意事項〕 

（１） 本剤は入手後冷凍を避け、冷暗所（約 5℃）に保存し、開封後は早めに使いきること。 

（２） 散布液の調整は、まず本剤の所定量に少量の水を加えてクリーム状になるまで十分かき

混ぜ、高温や直射日光を避けられる場所で 2～4 時間静置し、その後に所定量の水を加え

て十分かき混ぜること。 

（３） 本剤の有効成分は生菌であるので、散布液調整後はそのまま放置せず、出来るだけ速や

かに散布すること。 

（４） 使用に当っては展着剤は加用してよいが、他の薬剤の混用は悪影響があることがあるので

避けること。 

（５） 本剤の効果を十分に発揮させるためには、散布後半日～3 日間にわたって施設内を温度

18～28℃、相対湿度 80%以上に保つことが望ましいため、午後遅くか夕方に散布し、夜間は

施設内を締め切ること。 

（６） 散布液は、7 日程度の間隔で合計 2～3 回散布することが望ましい。 

（７） コナジラミ類の防除に使用する場合には、コナジラミ類が好んで生息する葉裏と生長点に

十分かかるようにすること。 

（８） 本剤に対して高い殺菌活性を持つ薬剤があるので、本剤の使用期間中に他剤を処理する

場合は十分に注意すること。 

（９） ミツバチ及び巣箱に直接かからないように注意すること。 

(10)通常使用濃度より高濃度ではタイリクヒメハナカメムシに影響を与える恐れがあるとの報告 

がある。 

(11)適用作物群に属する作物またはその新品種に本剤を初めて使用する場合は、使用者の責

任において事前に薬害の有無を十分確認してから使用すること。なお、病害虫防除所等の

指導を受けることが望ましい。 

(12)適用作物群に属する作物またはその新品種に本剤を初めて使用する場合は、使用者の責

任において事前に薬害の有無を十分確認してから使用すること。 

なお、病害虫防除所等の指導を受けることが望ましい。 
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〔安全使用上の注意事項〕 

＊散布時は保護クリームをつけ、農薬用マスク、手袋、不浸透性防除衣などを着用する。作業

後は直ちに体を洗い流し、うがいをして衣服をかえる。 

＊作業時の衣服などは他と分けて洗濯する。 

＊かぶれやすい人は、散布作業はしない。使用した作物などに触れない。 

＊夏期高温時は使用しない。 

 

 

登録番号：第 20691 号 

性状：類白色水和性粉末 

毒性：普通物 

有効年限：6 ヶ月（5℃保存） 

 

引用文献 

http://sgnetstore.seesaa.net/shop/goods/SGKB000046.html 
有限会社サギサカ Save Green より 
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プリファード水和剤が登録適用拡大され、施設栽培の野菜類

のコナジラミ類及びワタアブラムシに使用可能となりました。 

（２００６．６．８） 

 

ポジティブリスト対策として、また、化学農薬に抵抗性のついた

適用害虫の防除や防除方法の限られたマイナー作物などに最

適です。 

 

 

 

 

プリファードは、昆虫病原性糸状菌を有効成分とした微生物殺

虫剤です。 

 

人間に病気があるように昆虫の世界にも糸状菌、細菌やウィ

ルスなどによる様々な病気が存在します。 

 

昆虫病原性糸状菌には多くの種類があり、昆虫に対して非常

に強い病原性を示すものもありまが、その大半は人畜、魚類や

鳥類には病原性を示しません。 

中国の漢方でおなじみの冬虫夏草も昆虫病原性糸状菌の一

種です。 

これら昆虫の病原菌を害虫防除に積極的に利用しようとするも

のが「微生物的防除」 です。 

プリファードは、ミツバチやマルハナバチにも影響が無く、環境

保全型農業での利用はもちろんのこと、化学農薬に対する抵

抗性発達の回避を目的とした場面でもその特徴が大いに発揮

される、まさに時代が求める防除資材です 

 

 

プリファード製品パッケージ 

（顆粒 １００ｇ入） 

微生物殺虫剤 

プリファード水和剤 
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１．有効成分名と含有量 

    

  有効成分： 糸状菌ペキロマイセス フモソロセウス 

        Paecilomyces fumosoroseus strain Apopka97 

  含有量 ： １×10９CFU／ｇ 

＊ CFU：胞子の数を表わす単位 

（１ｇ当たり 10 億個の生きた胞子が入っていることを示します。）       
 

２．適用害虫と使用方法 

適用作物   野菜類（施設栽培） 

適用害虫   コナジラミ類（シルバーリーフコナジラミ・オンシツコナジラミ） 

         ／ワタアブラムシ 

使用時期   害虫発生初期（～収穫前日／使用回数制限無し） 

使用方法   希釈（１０００倍）・通常散布（害虫発生初期から７日おき３回 

         散布） 

使用回数   制限なし  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希釈状態 

製品の形状 
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３．効果発現までのメカニズム 

１）散布されたプリファード有効成分の胞子が 

虫体に付着します。虫体に付着しない胞子

のほとんどは、時間の経過と共に生存能力

を失っていきます。 

 

２）胞子が発芽し、虫体内に侵入します。 

発芽と侵入には、散布後８～１０時間に亘

って施設内温度１８℃～２８℃・相対湿度

８０％以上に維持することが必要です。 

                         

３) 虫体内に侵入したプリファードの菌糸は、 

虫体内の体液を養分として急速に増殖し、 

１週間位で害虫を死に至らしめます。 

 

４) 虫体内の菌糸が十分に発育した後、条件が 

良ければ虫体は菌糸で覆われます。 

また、虫体上に胞子が形成され、二次感染

を引き起こし、長期間にわたりコナジラミ

類の増殖を抑制することもあります。 

 ４．感染のステージ 

  コナジラミの卵、幼虫、成虫の全ステージに対して感染します。成虫に対し

ては最も明確な病原性を示しますが、２齢幼虫に対しては感染力がやや低下

する場合があります。これは、コナジラミ類の２齢幼虫期間が短く（2 日程度）、

菌糸の侵入以前に脱皮し感染をまぬがれる率が高いためと考えられます。 

 

 成虫への感染力が強いため、ラノーテープ（脱皮阻害剤）展張ハウスにおけ

る飛び込み成虫対策としても有効です。 

  

  また、化学農薬抵抗性の個体にも同等の感染力がありますので、ローテー

ションの一剤として使用することは、コナジラミ類の化学農薬に対する抵抗性発

達を回避又は遅延することが期待できます。 
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５．使用上の注意 

１) 本剤は入手後４～６℃（冷蔵庫）で保管し、開封後は早めに使い切って下さい。  

  （４～６℃で６ヶ月間保管できます）。 

２) 散布液の調整は、まず本剤の所定量に少量の水（15℃～20℃）を加えクリーム状にな 

るまでかき混ぜ、高温や直射日光が避けられる場所で 2時間程度静置し、この後、所

定量の水を加え十分に攪拌して下さい。これは懸濁性を向上させるだけでなく、胞子

の発芽準備を促し、効果を高める作用があります。またその際展着剤を加えて下さい。 

 また、水道水を使用すると、他の昆虫病原性糸状菌製剤と同様に水道水中の塩素の

影響により胞子が死滅することがあるので、散布液を作る水は汲み置きをして下さい。 

３) 本剤の効果を十分に発揮させるためには、散布後８～１０時間に亘って施設内 

を温度１８℃～２８℃・相対湿度８０％以上に保つことが望ましいため、施設を 

閉め切ることの出来る条件下で使用して下さい。 

４）散布後の湿度を保持する為に、夕方散布し翌朝まではハウスを閉め切って下さい。 

コンクリート床の養液栽培等のハウスでは、湿度を一時的に高める為に通路に散水す

ることが必要な場合もあります。散布翌日から曇雨天が続く時は、プリファードの使

用に最も適しています。散布翌日からの天候を推測して散布することも重要です。 

５) コナジラミ類の少発生時から 1,000 倍液を 7 日程度の間隔で合計 3回散布することが 

基本的な使用方法です。 

 プリファードの病原性は圃場の諸条件（温度・湿度・害虫ステージの混在）によっ

て大きく変動します。一般の施設では、菌の発育に必要な諸条件が伴わないことが多

いので３回連続散布で感染の機会を高めることが必要です。 

 中発生時以降に散布し、菌の生育に好適な環境を維持出来ない場合には害虫が増殖

してしまい被害に及ぶことも考えられます。しかし、ある程度発生量が多くても、菌

の生育に好適な環境が整えば１回の散布で十分な防除効果が期待できます。 

６) 散布は十分な希釈液量を散布して下さい（200～300 ﾘｯﾄﾙ／10ａ）。また、葉裏と生長

点に十分にかかるように丁寧に散布して下さい。また本剤の有効成分は生菌ですので、

散布液調整後は出来るだけ速やかに散布して下さい。 

７）遅効性で、効果の発現までには７日以上が必要です。 

８）一般化学農薬との混用は避けて下さい。 
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６．効果の確認と追加散布 

１）プリファードはコナジラミに感染すると、盛 

  んに菌糸を発育させ虫体表面に菌糸を大量に 

  発生させます。従って、プリファードにより 

  発病死した害虫は明瞭に判定できます。 

  しかし、プリファードに好適な環境が続かな 

  い時には、虫体表面に菌糸が現われません。 

２) 虫体表面に菌糸が現れない場合でも、散布７ 

  日後にはコナジラミの幼虫や卵は変色したり 

  膨れたり（特に幼虫）します。また、成虫は 

  葉にしっかりつかまって死んでいるので、感 

  染の有無は比較的容易に確認できます。 

３) 少発生時からプリファードを散布し、十分な 

  病原性を発揮できた場合、コナジラミの成虫 

  は徐々に減少します。 

   しかし、コナジラミ成虫が目立ったり増え 

  ている場合には、十分な感染が得られていな 

  いことが考えられるので追加散布が必要とな 

  ります。 

７．一般農薬の影響 

１) 殺菌剤 

    混用は出来ません。また、近接散布にも注意が必要です。ダコニールやジマンダイセン等 

   の総合的な病気の予防に使用される薬剤は、７日以上間隔を空けて散布して下さい。現在 

   わかっている殺菌剤の影響については以下の通りです。 

 

  ＜影響が大きいと思われる殺菌剤…2 週間以上間隔を空ける＞ 

   ジマンダイセン・オーソサイド・ダコニール・ベンレート・クリンヒッターリドミル MZ・トリフミン 

 

  ＜菌糸の発育阻害影響があると思われる殺菌剤…1 週間以上間隔を空ける＞ 

   トップジンＭ・ゲッター・セイビアＦ 

 

  ＜影響が小さいと思われる殺菌剤…混用出来ないが近接散布が可能＞ 

プリファードに感染し、感染虫体表面に 

菌糸を発生させたコナジラミ成虫 
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   Ｚボルドー・ロブラールＡＦ・ルビゲン・ポリオキシン・ベルクート 

   ＊プリファード処理後散布より処理前散布の影響の方が大きい傾向にあります。 

 

 

２) 殺虫剤 

    殺虫剤との混用や近接散布に対しては、大きな影響が無いと思われますが十分な試験 

    データが整うまで混用散布は控えて下さい。 

 薬剤の中には、プリファードの効果に悪影響を与えるものがあります。他剤と混用散布や

近接散布する場合には、混用参考表を参照して下さい。 

 

 

８．人畜、魚類、訪花昆虫への影響と薬害 

  

   本剤は、有効成分を昆虫寄生性糸状菌の胞子とする生物農薬であり、その他の環境への 

  負荷も小さい「環境保全型」の生物農薬です。 

   マルハナバチ、ミツバチ、天敵昆虫に対しては影響がありません。また、魚類や植物に対し 

  ても病原性や毒性はありません。また、薬害もありません。 

 

 

９．他の主要害虫への感染 

   

１) アブラムシ類 

    国内でキュウリのワタアブラムシ対象の防除効果試験を実施し、防除効果は確認できて 

   います。極少発生時の同時防除は可能です。  

    

２) スリップス類・ハモグリバエ類 

    感染は確認できていますが、防除効果試験は今後実施予定です。 

 

３) コナガ・ヨトウ類 

    蚕を含めコナガやヨトウムシなどの鱗翅目幼虫に対する病原性は強くありません。また、 

昆虫寄生性糸状菌は菌株により寄生昆虫の選択性が強く、プリファードはコナジラミ類に病

原性の強い菌株を選抜していますので、コナガやヨトウに対する防除効果は期待できませ

ん。 

 

引用文献 ： http://www.tokaibussan.com/products/PFR.htm 東海物産株式会社より 
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■ プリファード水和剤混用表        ※薬剤の混用は散布直前に行ってください。 

◆混用や近接散布が可能 
◆混用や近接散布に 

適さない 

◆混用はできないが 

近接散布が可能 

殺菌剤 

スミブレンド水和 

スミレックス水和 

フルピカフロアブル 

ボトキラー水和 

ポリオキシン AL 水溶 

ポリオキシン AL 水和 

ルビゲン水和 

ラリー水和 

殺菌剤 

アリエッティＣ水和 

オーソサイド水和 

カリグリーン水和 

クリーンヒッター 

サプロール乳 

セイビアーフロアブル 

ジマンダイセンフロアブル 

ダコニール１０００ 

トリフミン水和 

リドミルＭＺ水和 

ユーパレン水和 

Ｚボルドー水和 

殺菌剤 

アミスターフロアブル 

ゲッター水和 

ロブラール５００アクア 

殺虫剤・殺ダニ剤 

アドマイヤー水和 

アファーム乳 

アプロード水和 

コテツフロアブル 

スピノエース水和 

ダニトロンフロアブル 

ダントツ水溶 

チェス水和 

トリガード水和 

粘着くん 

バリアード水溶 

バロックフロアブル 

ベストガード水溶 

マイトコーネフロアブル 

マシン油乳 

マブリック水和 

モスピラン水溶 

殺虫剤・殺ダニ剤 

アグロスリン乳 

アディオン乳 

エスマルク水和 

カスケード水和 

ゼンターリ水和 

テディオン水和 

トアローＣＴ水和 

バシレックス水和 

ハチハチ乳 

モレスタン水和 

ロディー乳 

殺虫剤・殺ダニ剤 

サンマイトフロアブル 

 

ピラニカＥＷ 

展着剤 

アプローチＢＩ 

スカッシュ 

特性リノー 

アグラー 

展着剤 

アイヤー 
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ＴＹＬＣＶと日本の貢献                                

 

 和田 哲夫 

 

天敵の草分けはフランスのジャン・アンリ・ファーブルかもしれませんが、実際に畑で天

敵や微生物を増殖した後、放して使おうという研究は第二次大戦後のことです。もちろん戦

前にも古典的な生物防除はありましたが、それと現代の生物防除の間にはすこし隔たりがあ

るように思えます。 

さて、生物防除で TYLCV（黄化葉巻ウイルス）を防除できるかという問題です。 

この質問への回答は各人各様です。 

防除できるかと聞けば「できる」と TYLCV の本場のスペイン、イタリアの技術者は言い

ます。その理由として、現時点では、寄生者と捕食者、微生物、物理的防除などを総動員す

ればかなりの高い防除率が達成できるからです。ただしそのためには、コストの増大という

問題が出てきます。虫体の大きい捕食者は生産コストが高くなるからです。 

日本にくらべ、野菜の価格の低い西欧諸国では、おのずと防除コストの上限は、日本のそ

れにくらべ低いため、投入数量が限られることになります。 

極端な話として、天敵の投入虫数が害虫流入数を含む害虫数より多ければ TYLCV の感染

が起こる以前に捕食されることになります。 

寄生者による感染防止は、コナジラミの全体密度の低下という点で意味がありますが根本

的な解決策ではないため、スペインではハウス内外（特にハウス外）でのコナジラミ密度の

低下を図っています。またイタリアでは捕食者であるカスミカメ類などにより、実際の感染

例を減少させようとしています。 

日本では現時点ではコナジラミの捕食者はほとんど登録されていないのでその代替とし

ては、黄色粘着板があり、さらに侵入自体の防止に 0.4ｍｍ目のネットということにならざ

るをえません。 

施設の完全閉鎖を継続的に行うことは、今後のマルハナバチの閉じ込め策においても予想

されるように、現実的にはかなり困難が伴うことが予想されます。 

寄生者、捕食者、物理的防除、化学的防除、耕種的防除（作型などによるもの）などのま

さに総合防除によるコナジラミのその地域における減少をはかることが長期的な対策と考

えられます。 

まだ世界のどの国でも、完全なコナジラミ防除法は見出されていません。 

日本での成功は地中海を中心とする各国の研究者、現場を驚かすことになると思われます。 

随想 
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・・蝉・セミ                                

 

サンケイ化学株式会社 

フェロモン推進開発室 

 永田 健二 

 

都区内で鳴き声を聞くことができる蝉の種類が、少しずつ変わっているのをご存知だろう

か？ 

 昔の記憶（何故か虫に関する記憶は鮮明に残っている）を辿ってみると、まず始めに鳴き

始めるのはニイニイゼミであった。６月に入り、ニイニイゼミが鳴くようになると、もうす

ぐ来る夏休みに思いを馳せたものである。 

 夏休みが近づいて来ると、アブラゼミが鳴き始める。アブラゼミの声を聞くと虫取り小僧

は我慢できず、学校から帰るとランドセルをほっぽらかして、手製の長竿（物干竿に捕虫網）

を持って、蝉採りに・・・。 

 アブラゼミとほぼ前後して、ヒグラシ、ミンミンゼミが鳴き始める。ミンミンゼミは、珍

しい程ではないが、少ない。更に、アブラゼミ、ニイニイゼミと比べて、見つけ難い、採り

難いこともあり、採れると英雄気分であった。ヒグラシの鳴き声は、殆ど聞いたことがない

程、都区内（子供の頃の行動範囲内）では珍しかった。 

 最後に、ツクツクボウシ。ツクツクボウシの鳴き声が聞こえるようになると、夏休みも終

わりである。まだ、何もやっていない夏休みの宿題を思い出し、多いに焦ったものである。 

 十数年まえから、自宅の近辺でニイニイゼミの鳴き声を聞いたのは、数回程度である。今

年は、全く聞くことができなかった。友人に聞いても、都区内のニイニイゼミは極端に少な

くなっているようである。 

 少なくなった原因として、土壌の乾燥化が上げられている。抜け殻を観察していただけれ

ば判るように、ニイニイゼミの抜け殻だけ土で汚れている。土の中の幼虫は、どうやら湿っ

た状態が好きらしいのだ。土の露出が極端に少なくなったアスファルトジャングルの土の中

は、土壌水分が充分ではなく、ニイニイゼミの幼虫にとって余り好ましくない環境のようだ。 

 ここ数年、アブラゼミとミンミンゼミの比率が変わってきている。アブラゼミが減少、逆

にミンミンゼミの数は年々多くなっているようで、今年は都区内のどの地域でもアブラゼミ

よりミンミンゼミの方が多かった。 

 この現象をカラスの捕食圧と説明する人もいる。アブラゼミはカラスに見つかり易く、ミ

ンミンゼミは見つかり難いため、選択的にアブラゼミが捕食された結果、アブラゼミの密度

が減少し、競争関係にあるミンミンゼミの密度が高くなるという訳だ。しかし、都区内では

競争する程セミの密度が高い訳でもなく、アブラゼミの減少は説明できるが、ミンミンゼミ 

随想 
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の増加を説明するのには無理があるような気がする。さて、来年以降どうなるか？ 

 クマゼミは、地球の温暖化の影響で徐々に北上しているようである。都区内でも、代々木

公園等で数年前から泣き声が聞かれている。先日は、狭山湖周辺の歩道で鳴き声を聞くこと

ができた。大阪の友人に言わせると、クマゼミの鳴き声は騒音以外のなにものでもないとの

ことだが、元昆虫少年（現昆虫老年）にとって、憧れのセミであったクマゼミの声を都区内

で聞くことができるのは、やはりそれなりに楽しいことである。 

 都区内の蝉の変遷について、思いつくままに書き散らしてみた。環境の変化は確実に昆虫

の分布にも影響を与えているようである。特に温暖化の影響は大きいようで、セミ（クマゼ

ミ）に限らず、蝶やカミキリの仲間も南方の種類が東京周辺で見られるようになった。機会

があれば、蝶やカミキリの北上について、書いてみたい。 

 最後に、皆様にご協力のお願い。 

 私の虫仲間の一人がミンミンゼミの鳴き方について、調査をしているが、思うようにデー

タが集まっていないようである。 

 興味のある方がいらっしゃったら、下記ＵＲＬを訪ねていただき、地元のミンミンゼミに

関するデータを提供してあげてほしい。 

http://homepage2.nifty.com/saisho/minminchousa-2.html 

随想 
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6. 天敵に対する農薬の影響について（トーメン 吉田 俊彦、トモノアグリカ 石井 俊
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7. 静岡県のトマトにおける害虫の生物的防除（静岡県農業試験場 病害虫部 小澤 朗

人）  

8. 天敵に対する農薬の影響について（トーメン 吉田 俊彦、トモノアグリカ 石井 俊

彦）  
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２０００年 

· Vol.４ No.１  

1. 微生物農薬開発の現状と問題点（元島根大学 農学部教授 農学博士 駒田 旦）  

2. 私と天敵との関わり－その難しさ－（静岡県柑橘試験場 古橋 嘉一）  

3. 半促成ナス栽培における主要害虫（アザミウマ、アブラムシ類）の生物的防除（兵庫

県立中央農業技術センター 環境部 足立 年一）  

4. いちごのハダニ類に対するチリカブリダニの効果について（広島県油木地域農業改

良普及センター福山支所 伊藤 栄治）  

5. 選択性殺虫剤を利用した天敵の上手な利用方法（ノバルティスアグロ株式会社 マー

ケッティング本部殺虫剤推進部 橋野 洋二）  

6. 「芝市ネマ」（株式会社 クボタ 技術開発本部 ＢＢ－ＰＴ 植地 俊仁）  

7. 天敵に対する農薬の影響について（トーメン 吉田 俊彦、トモノアグリカ 石井 俊

彦）  

8. 正会員各社の商品紹介 株式会社 キャッツアグリシステムズ  

· Vol.４ No.２  

1. ＩＰＭに基づく果樹病害虫防除の方向性と対策（農林水産省果樹試験場 足立 礎）  

2. 複合交信撹乱剤の広域処理と殺虫剤削減－モモにおける一事例－（福島県果樹試

験場 荒川 昭弘）  

3. 土着天敵を利用したりんご園のハダニ類個体群管理（福島県果樹試験場 岡崎 一

博）  

4. 外来生物の定着の現状と問題点を考える（静岡県農業試験場 池田 二三高）  

5. 宮崎県の施設栽培のキュウリにおける害虫の生物防除（宮崎県農業総合試験場 黒

木 修一）  

6. 天敵を利用したＩＰＭ普及のための総合支援システム－天敵カルテ－（株式会社トモ

ノアグリカ 石井 俊彦）  
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7. 天敵に対する農薬の影響について（トーメン 吉田 俊彦、トモノアグリカ 石井 俊

彦）  

２００１年 

· Vol.５ No.１  

1. 露地ナス栽培でに総合的害虫管理 －実証試験の展開－ （宮崎大学 農学部 大

野 和郎）  

2. 外来生物導入をめぐる議論の生物学的背景（１） （九州大学 大学院 農学研究院 

高木 正見）  

3. 天敵アラカルト （日本植物防疫協会研究所 高木 一夫）  

4. 静岡県中部のいちご・天敵試験、中間検討会の様子 （株式会社トモノアグリカ 石井 

俊彦）  

5. 研修会天敵分科会での話題 （株式会社トーメン 鎌田 潤）  

6. 随想－自然、神への祈り （信越化学工業株式会社 エグゼクティブチーフリサーチ

ャー 小川 欽也）  

7. 随想－日本のメクラカメムシ、霞（カスミ）となって雲散霧消 （プラント・プロテクショ

ン・コンサルタント 下松 明雄）  

8. 天敵に対する農薬の影響について（トーメン 吉田 俊彦、トモノアグリカ 石井 俊

彦）  

9. 正会員各社の商品紹介 セントラル硝子株式会社  

10. 天敵カルテ記入用紙  

· Vol.５ No.２  

1. 微生物防除剤について （埼玉県農林総合研究センター 根本 久）  

2. 微生物殺菌剤による作物害虫防除 （長野県野菜花き試験場 小木曽 秀紀）  

3. 昆虫病原糸状菌製剤の特性と使い方 （荷や技研農業・園芸総合研究所 増田 俊

雄）  

4. 協議会正会員各社の取り扱い微生物防除剤紹介   

5. 外来生物導入をめぐる議論の生物学的背景（２） （九州大学 大学院 農学研究院 

高木 正見）  

6. カブリダニの野外における利用 （京都大学大学院農学研究院 高藤 晃雄）   

7. 天敵アラカルト 続編 （日本植物防疫協会研究所 高木 一夫）  
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8. 随想－生物農薬の使用は孫子の兵法で （プラント・プロテクション・コンサルタント 

下松 明雄）  

9. 随想－明日があるさ （トモノアグリカ 石井 俊彦）  

10. 随想－花ざかりの森前夜 （アリスタライフサイエンス ティエム 和田 哲夫）  

11. 天敵に対する農薬の影響について  

12. 正会員各社の商品紹介 片倉工業株式会社  

13. 天敵カルテ記入用紙  

２００２年 

· Vol.６ No.１  

1. ネコブセンチュウに対する生物農薬パストリア水和剤の防除効果と効率的利用（茨城

県農業総合センター 上田 康郎）  

2. チリカブリダニを利用した加温促成オウトウのナミハダニ防除（宮城県農業・園芸総

合研究所 宮田 将秀）  

3. 静岡県のチャ害虫における生物防除－その効果と問題点－（静岡県茶業試験場 小

杉 由紀夫）  

4. オランダと長野県における天敵利用（長野県野菜花き試験場 小林 荘一）  

5. 数種の重要なコナジラミに寄生する Encarsia 属の寄生蜂とその任意高次寄生（前山

口大学教授 梶田 泰司）  

6. 天敵アラカルト 続々編（日本植物防疫協会研究所 高木 一夫）  

7. 随想－杉の花粉症と沖縄（アリスタライフサイエンス 顧問 下松 明雄）  

8. 正会員会社の商品紹介（アリスタライフサイエンス(株))  

9. 天敵に対する農薬の影響について  

10. 天敵カルテ記入用紙  

· Vol.６ No.２  

1. デジェネランスカブリダニを利用した施設ピーマン栽培におけるアザミウマ類防除の

可能性（（社）日本植物防疫協会研究所 高木 豊）  

2. いちごにおける複数天敵等の導入の試み（宮城県農業・園芸総合研究所 宮田 将

秀）  

3. ＩＯＢＣ/ＷＰＲＳ ＮＲＳ合同会議「施設園芸総合防除」に参加して（中央農業総合研究

センター 矢野 栄ニ）  

4. オランダにおける天敵産業と天敵の利用（沖縄県農業試験場 安田 慶次）  
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5. 随想－カラスと天敵（アリスタライフサイエンス 顧問 下松 明雄）  

6. 随想－無登録農薬と無登録資材に思う（アリスタライフサイエンス 和田 哲夫）  

7. 正会員会社の商品紹介（シンジェンタジャパン(株))  

8. 天敵に対する農薬の影響について  

9. 天敵カルテ記入用紙  

２００３年 

· Vol.７ No.１ No.２ 合併号 

1. 天敵線虫 Steinernema carpocapsae によるイチジクのキボシカミキリ防除（兵庫県立

農林水産技術総合センター 山下 賢一）  

2. 果樹園における昆虫病原性線虫 Steinernema carpocapsae の（福島県果樹試験場 

岡崎 一博）  

3. わが国における昆虫病原ウイルス利用の過去・現在・未来（東京農工大学農学部 

国見 裕久）  

4. 異種の性フェロモンを混合して利用する際の問題点（東京大学農学生命科学研究科 

田付 貞洋）  

5. 天敵を利用した苺栽培（静岡県三島市 藤澤 鎭生）  

6. 天敵導入による農薬削減を消費者に伝えるために（株式会社ジーピーエス 那須 

豊）  

7. 新規微生物殺菌剤 インプレッション水和剤（株式会社エス・ディ・エスバイオテック・

つくば研究所 藤井 賢一）  

8. 農薬における天敵ウイルスの利用について（アリスタライフサイエンス株式会社 和

田 哲夫）  

9. 随想 ブライトンからグラスゴーへ（アリスタライフサイエンス株式会社 技術顧問 下

松 明雄)  

10. 随想 異国情緒の意味（株式会社エス・ディ・エスバイオテック 山中 聡）  

11. 随想 新刊紹介（アリスタライフサイエンス株式会社 和田 哲夫）  

12. 随想 減農薬野菜をおいしく食べるコツ（アリスタライフサイエンス株式会社 鎌田 

潤）  

13. 書評 「天敵利用で農薬半減（作物別防除の実際）」 根本 久編著 （シンジェンタジ

ャパン株式会社 石井 俊彦）  

14. 正会員各社の生物農薬の登録情報  

15. 天敵に対する農薬の影響の目安－綴じ込み  

16. 天敵カルテ記入用紙  
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２００４年 

· Vol.８ No.１ NO.２ 合併号 

1. はじめに（編集長 和田哲夫）  

2. 茶害虫の IPM 防除（独立行政法人農業・生物系特定産業研究機構 野菜茶業研究

所 武田光能・佐藤安志）  

3. 畑作用複合交信撹乱剤による野菜害虫の防除効果と土着天敵に対する影響（鹿児

島県農業試験場 福田健）  

4. 施設野菜での天敵を利用した総合的害虫管理～地域農家との取り組み（宮崎大学

農学部 大野和朗）  

5. ハマキ天敵による防除とその意義（鹿児島県茶業試験場 中村孝久）  

6. 天敵に対する化学農薬の非致死的影響評価（九州大学大学院農学研究院 高木 

正見）  

7. マストラッピングに対する私見（小川 欽也）  

8. 技術情報・バイオセーフ（スタイナーネマ・カーポカプサエ）によるモモシンクイガ幼虫

防除（株式会社 エス・ディー・エス バイオテック 山中聡）  

9. 随想 ブライトンからグラスゴーへ（アリスタライフサイエンス株式会社 技術顧問 下

松 明雄)  

10. 随想 エコ・エコノミーの話（東京農業大学客員教授 平岡行夫）  

11. 随想 私の好きな眺めの良いドライブコース（シンジェンタジャパン株式会社 石井俊

彦）  

12. 随想 温泉スキャンダルをこえて（アリスタライフサイエンス株式会社 和田哲夫）  

13. 随想 温泉と自然（株式会社 エス・ディー・エス バイオテック 山中聡）  

14. 書評 「天敵利用で農薬半減（作物別防除の実際）」 根本 久編著 （シンジェンタジ

ャパン株式会社 石井 俊彦）  

15. 生物農薬、フェロモン剤、BT 剤の登録情報－綴じ込み  

16. 天敵に対する農薬の影響の目安－綴じ込み  

17. 天敵カルテ記入用紙  

２００５年 

· Vol.９ No.１ 

1. はじめに （編集長 和田 哲夫）  
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2. スタイナーネマ・グラセライ剤のハスカップナガチャコガネへの可能性について (北

海道空知中央地区 農業改良普及センター  平田 修一)  

3. なぜ、今ＩＰＭか －ＩＰＭ実践指標の作成について－（日本化薬株式会社  桝井 昭

夫）  

4. 集合フェロモン剤を利用したチャバネアオカメムシの防除（福岡県農業総合試験場 

病害虫部  堤 隆文）  

5. 天敵微生物センチュウ防除剤パストリア水和剤（サンケイ化学株式会社 三富 誠）  

6. 施設トマト栽培の総合防除技術（田口 義広）  

7. フェロモンを用いた交信攪乱法による防除―海外の状況（信越化学工業株式会社 

ファインケミカル部 小林 利美）  

8. 合成性フェロモンを利用したアカヒゲホソミドリカスミカメの発生予察技術の開発（中

央農業総合研究センター 北陸研究センター 樋口博也）  

9. ＩＯＢＣ／ＷＰＲＳワーキンググループでの講演内容などについて（アリスタライフサイ

エンス株式会社 バイオソリューション部 斎木陽子） 

10. 随想 生物農薬（天敵）普及雑感（アリスタライフサイエンス株式会社 技術顧問 厚

井隆志）  

11. 随想 ウグイスと泥棒のこと（株式会社エス・ディー・エス バイオテック 中山 聡）  

12. 随想 天敵を導入して成功させる秘訣（アリスタライフサイエンス株式会社 技術顧問 

厚井 隆志）  

13. 随想 天敵の歌（アリスタライフサイエンス株式会社 和田 哲夫）  

14. 随想 チリカブリダニは害虫？（シンジャンタジャパン株式会社 石井 俊彦）  

15. 生物農薬、フェロモン剤、BT 剤の登録情報 

16. 天敵に対する農薬の影響の目安 

· Vol.９ No.２ 

1. はじめに （編集長 和田哲夫） 

2. シルバーリーフコナジラミとトマト黄化葉巻病について（野菜茶業研究所 果菜研究部 

北村 登史雄） 

3. 黄色粘着テープを用いたコナジラミ類のトマト施設内への侵入抑制効果（岐阜県病害

虫防除所／岐阜県農業技術研究所 杖田 浩二 ／ 勝山 直樹） 

4. 愛知県における総合的な黄化葉巻病対策―トマトＩＰＭの可能性（愛知県農業総合試

験場 企画普及部 飯田 史生） 

5. 生物農薬、とくに糸状菌製剤の現状と課題（静岡大学 農学部 生物生産科学科 西

東 力） 
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6. オオメカメムシの生物農薬としての登録に向けて（千葉県農業総合研究センター 応

用昆虫研究室 大井田 寛） 

7. イチゴＩＰＭ ―総合的病害虫管理― （東海物産株式会社 技術顧問 浜村 徹三） 

8. 天敵カブリダニ類に悪影響のない薬剤の選択（東海物産株式会社 技術顧問 浜村 

徹三） 

9. 天敵昆虫、微生物殺虫剤の各種農薬との混用試験・影響試験データ集     （文

責：アリスタライフサイエンス株式会社／東海物産株式会社） 

10. 随想 外来生物法とマルハナバチとネット（東海物産株式会社 近藤 正弘） 

11. 随想 シロアリとニューオリンズ（アリスタライフサイエンス株式会社 山中 聡） 

12. 随想 ＬＯＨＡＳ（ロハス）な生物防除（アリスタライフサイエンス株式会社 和田 哲

夫） 

13. バイオコントロール誌バックナンバー目次 

14. 生物農薬、フェロモン剤、BT 剤の登録情報 

15. 天敵に対する農薬の影響の目安 

16. 天敵写真集（アリスタライフサイエンス株式会社 厚井 隆志） 

17. 黄色粘着テープの張り方（田口 義広） 

２００６年 

Vol.１０ No.１ 

1. はじめに （編集長 和田哲夫） 

2. 昆虫病原性糸状菌によるコガネムシの防除（静岡大学 農学部  廣森 創／柳沢 

大） 

3. 交信かく乱剤（ハマキコンＮ）のハマキムシ類に対する被害軽減効果と土着天敵に対

する影響（鹿児島県茶業試験場 内村 浩一郎） 

4. バイオセーフ（スタイナーネマ カープカプサエ剤）によるヤシオオオサゾウムシの防

除（株式会社エス・ディー・エス バイオテック 戸島 靖英） 

5. 生物防除に関わって（アリスタライフサイエンス株式会社 田口 義広） 

6. 平成 17 年度研修会レポート（東海物産株式会社 近藤 正弘） 

7. スペインにおける総合防除の現状について（コパートスペイン 技術担当 アントニオ・

ヒメネス・マルツォ／翻訳：田村 展／監訳：和田 哲夫） 

8. 天敵影響試験 

9. 随想 築地界隈のこと（アリスタライフサイエンス株式会社 山中 聡） 

10. 随想 雑感（サンケイ化学株式会社 北川 和彦） 
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11. 随想 生物防除と生物学的防除－アカデミズムと公正さについて－（アリスタライフサ

イエンス株式会社 和田 哲夫） 

12. バイオコントロール誌バックナンバー目次 

13. 生物農薬、フェロモン剤、BT 剤の登録情報 

14. 天敵に対する農薬の影響の目安 



　　　　　　　　　　<<殺虫・殺ダニ剤>> 天敵等への殺虫・殺ダニ剤の影響の目安 　　　　　　　　　　　　　　　　　

ﾐﾔｺ ｸｸﾒﾘｽ ﾃﾞｼﾞｪﾈﾗﾝｽ ﾁﾘ ｼｮｸｶﾞ ｸｻｶｹﾞ ﾊﾅｶﾒ ｺﾚﾏﾝ ｲｻｴｱﾋﾒｺﾊﾞﾁ ｵﾝｼﾂ ｻﾊﾞｸﾂﾔ ﾖﾄｳﾀﾏ ﾈﾏﾄｰ ﾊﾞｰﾃｨ ﾊﾞﾁﾙｽ ｴﾙﾋﾞﾆｱ 　ﾏﾙﾊﾅﾊﾞﾁ
商　品　名 ｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ ｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ ｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ ｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ ﾀﾏﾊﾞｴ ﾛｳ類 ﾑｼ類 ｱﾌﾞﾗﾊﾞﾁ ﾊﾓｸﾞﾘｺﾏﾕﾊﾞﾁ ﾂﾔｺﾊﾞﾁ ｺﾊﾞﾁ ｺﾞﾊﾞﾁ類 ﾀﾞ類 ｼﾘｭｰﾑ ｽﾞﾌﾞﾁﾙｽ ｶﾛﾄﾎﾞｰﾗ

卵 幼 残 卵 幼 残 卵 幼 残 卵 幼 残 幼 成 残 幼 成 残 幼 成 残 マ 成 残 幼 成 残 蛹 成 残 蛹 成 残 蛹 成 残 幼 残 胞子 芽胞 菌 巣 残
アカリタッチ － － － － － － － － － ◎ ◎ ０ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
アクタラ（粒） － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － × 21
アクタラ（顆粒水溶） ◎ ◎ 0 － － － － － － ◎ △ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － × 42
アクテリック － × － × × 56 × × 56 × × 28 － × － × × 56 － － － × × － － × － × × 56 － － － × × 28 － － ◎ - － × 14
アーデント － － － × × 21↑ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － - － × 3
アグロスリン － － － × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 － × 84 × × 84 × × 84 × × 84 ◎ ０ ◎ ◎ ◎ × 20↑
アタブロン ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － － － ◎ ◎ ０ － － － － － － × × 14↑ － － － － ◎ － ◎ ◎ ０ － － － － － － － － － - × × 4

アディオン － △ － × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 － × 84 × × 84 × × 84 × × 84 ◎ － ◎ - ◎ × 20↑
アドバンテージ（粒） － － － － － － － － － ○ ○ 7 － － － － － － － － － － － － － × － － － － － － － － － － ○ － ◎ - ◎ × 21
アドマイヤー ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ × × － × × － × × 14↑ × × － ◎ × 14 ◎ △ 35 － － － － － － － － － ◎ ◎ × 30↑
アドマイヤー（粒） ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － － － ◎ ◎ ０ － ◎ 21 ◎ × 30 ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － － － - ◎ × 35↑
アファーム × × － ◎ ○ 6 － － － × × － － － － － － － － × 7 ◎ × 7 － × － － × 21 － － － － － － － － － - － △ 2
アプロード ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ○ ０ △ △ 7 △ △ 7 ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ○ ◎ 7 ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ０ ◎ ◎ － ○ 1
アリルメート － ◎ － － － － － － － － × － ○ － － × × － △ × － － － － － × － ◎ × － × × － ◎ × 14 － － × ◎ － × ３～５
アルフェート － － － － － － － － － × × 21 － － － × × － － － － － － － － × － △ × 84 － － － × × 56 － － － - － × 14
エイカロール ○ ○ － × △ 14 － × － × × 7 ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ 0 ◎ ◎ － － △ － ◎ ◎ ０ － － － － － － － － △ ◎ － ◎
エビセクト － － － － ○ － － ○ － － ○ 7 － － － ○ － － － － － ○ × － ○ × － ○ ○ 7 － － － △ △ 14 － － ◎ - ◎ × 3
エンセダン － － － － － － － － － － － － － － － × － － × × 56 － － － － － － ◎ － － － △ － － － － ○ － － - － × －
オサダン ◎ ◎ 0 ◎ ◎ ０ ◎ △ ０ ◎ ◎ ０ － ◎ － ◎ － － ○ ○ 0 ◎ ◎ ０ ◎ ○ ０ ◎ ○ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ － － － ◎ ◎ － ○ 1
オマイト － △ － － × － － × － × △ ０ ○ ◎ － ◎ ◎ － － △ － ◎ △ － － △ － △ △ 7 － － － ◎ ◎ － ◎ ０ × - － ◎
オリオン － － － × － － － － － － － － － － － － － － × － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － - ◎ － －
オルトラン(水) － × 21 × × 28 × × 28 － × 28 － × 28 × × 28 × × － － × － － × 28 × × 28 × × 28 ○ × － ◎ ０ △ - ◎ × 10～20
オルトラン(粒) － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － × 49 ○ × 30 － － － － － － － － － - ◎ × 14～30
オレート ◎ ◎ 0 － － － － － － ◎ ◎ 0 － － － － － － － － － － － － ◎ ◎ － ◎ ◎ 0 － － － － － － － － － - － ○ 1
ガードサイド － － － × × 56 × × 56 ◎ ○ ０ － × － － － － × × － － × － － × － × × 84 － － － － － － － － － - － × 14
カーラ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － ◎ － ◎ ◎ ０ － ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － － ◎ - － ○ 1
カスケード △ ◎ － ◎ ◎ 0 － ◎ － ◎ ◎ ０ － － － △ × － △ × 28 － ◎ － ◎ ◎ 0 ◎ ◎ 0 － － － － ◎ － － － ◎ - － △ 2
ガスタード(粒) － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － - － × 21
カネマイト ◎ ◎ 0 － － － － － － ◎ ◎ 0 － － － ◎ － － － － － ◎ － － － － － － － － － － － － － － － － － - - － －
カルホス － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － × 49 × － － － － － － － － ○ 30 － - － × 14
クロールピクリン － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － - × × 28
コテツ － － － ◎ × 6 － － － － － － － － － － － － ◎ ◎ 0 － － － － × － － － － － － － － － － － － － - ◎ × 9
サイハロン － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ × × 4
サニーフィールド － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 0 － - － － －
サンサイド － － － × × 56 × × 56 △ × 14 － － － × × 56 × × － × × － － × － × × 56 － － － × × 14 △ － － - － × －
サンマイト － △ － － × － － × － － － － － － － － ◎ － × × 14 － × － ○ △ 21 △ × 21 － － － － － － － － － - － × １～４
ジブロム － － － － × － － × － － × 7 － × 7 × × － × － － － － － － × － × × 7 － － － － － － － － － - － × 4
ジメトエート － × － × × 84 × × 84 × × 56 △ ○ － × × 84 × × － × × － － － － × × 84 － － － × × 42 ○ － ◎ ◎ － × 20↑
除虫菊乳剤 － － － ◎ × 7 ◎ × 7 ◎ × 7 － × 14 ○ ○ 7 ◎ ◎ 0 － × － － × 7 ◎ × 3 － － － － × － － － － ◎ × △ 2
シラトップ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 0 － - － － －
スカウト － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － - ◎ △ 2
スピノエース ○ ◎ － － － － － － － ○ ◎ － － － － － － － － － － － － － － － － － × 42 － － － － － － － － － - - × ３～７
スプラサイド △ × － × × 56 × × 56 × × 21 － △ － × × 56 × × 14 × × － － × － × × 56 － － － × × 28 ◎ － × - × × 30
スミサイジン混剤 － － － × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 ◎ － ◎ - － × 30↑
スミチオン － － － × × 56 × × 56 － × － － － － △ × － － × － － － － － － － △ × 56 － － － × × 70 ○ 1 × ◎ － × 20↑
ダーズバン － △ 14 × × 56 × × 56 ◎ △ 7 － × － × × 84 ○ × － × × － × × － △ × 84 － － － × × 28 ○ 14 △ - － × 30↑
ダイアジノン(乳・水) － ○ 14 ◎ × 21 ◎ × 21 ◎ ◎ 7 × × 56 × × 28 × × － × × － － × － ○ × 42 － － － × × 14 ○ 14 × - － × 15～30
ダイアジノン(粒) － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － - － × 30
ダイシストン(粒) － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － - － ○ 1
ダニカット － × 21 － × 28 － × 28 × × 21 － － － － ◎ － ○ △ 21 － － － － － － × × 21 ○ ○ 14 ○ × 28 ◎ ０ △ - － ◎
ダニトロン － － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ ◎ 0 － － － － × － － － － － － － － － － － － － ◎ － ○ 1
ダントツ ◎ ◎ 0 － － － － － － ◎ ○ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － - － － －
チェス ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ○ ○ － ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ 0 － - ◎ ◎
Ｄ－Ｄ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － - － × 28
Ｄ－Ｄ９２ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － - － × 28
ＤＤＶＰ(乳) ◎ ◎ 0 ◎ × 7 ○ × 7 ◎ × 7 － × 7 × × 7 △ × 7 － × － － × 7 × × 10 － × 7 － × 7 ◎ ０ ◎ ◎ × × ７↑
ＤＤＶＰ（煙) － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － × × 10 － － － － － － － － － - － × 7
ディトラペックス － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － - － × 28
ディプテレックス － － － × × 14 × × 14 × × 14 － － － － － － × × － － × － － × － － － － － － － ○ × － ◎ 0 ◎ - － × －
テデオン － － － － ◎ － － ◎ － ◎ ◎ ０ － ◎ － ◎ ◎ － － － － － ○ － － ◎ ０ ◎ ○ 7 － － － ◎ △ 14 － － △ - － ○ 1
デミリン ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ × △ － ○ ◎ 0 ◎ ◎ ０ － ◎ ０ ◎ ◎ ０ － － － － ◎ － ○ ０ ◎ - － × －
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ﾐﾔｺ ｸｸﾒﾘｽ ﾃﾞｼﾞｪﾈﾗﾝｽ ﾁﾘ ｼｮｸｶﾞ ｸｻｶｹﾞ ﾊﾅｶﾒ ｺﾚﾏﾝ ｲｻｴｱﾋﾒｺﾊﾞﾁ ｵﾝｼﾂ ｻﾊﾞｸﾂﾔ ﾖﾄｳﾀﾏ ﾈﾏﾄｰ ﾊﾞｰﾃｨ ﾊﾞﾁﾙｽ ｴﾙﾋﾞﾆｱ 　ﾏﾙﾊﾅﾊﾞﾁ
商　品　名 ｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ ｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ ｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ ｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ ﾀﾏﾊﾞｴ ﾛｳ類 ﾑｼ類 ｱﾌﾞﾗﾊﾞﾁ ﾊﾓｸﾞﾘｺﾏﾕﾊﾞﾁ ﾂﾔｺﾊﾞﾁ ｺﾊﾞﾁ ｺﾞﾊﾞﾁ類 ﾀﾞ類 ｼﾘｭｰﾑ ｽﾞﾌﾞﾁﾙｽ ｶﾛﾄﾎﾞｰﾗ

卵 幼 残 卵 幼 残 卵 幼 残 卵 幼 残 幼 成 残 幼 成 残 幼 成 残 マ 成 残 幼 成 残 蛹 成 残 蛹 成 残 蛹 成 残 幼 残 胞子 芽胞 菌 巣 残
テルスター（水） － － － × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 ◎ － － - ◎ × 30
テルスター（煙） － － － － － － － － － － ○ 7 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － - － － －
トクチオン － － － × － － － － － － － － － － － － － － × － － － － － － × － － － － － － － － － － － － － - － － －
トリガード ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － ◎ ０ × × － － ◎ － ◎ ◎ － ◎ ◎ ０ ○ ○ ０ ◎ ◎ ０ － ◎ － ◎ ０ ◎ - － ○ 1
トルネード ◎ ◎ 0 － － － － － － ◎ ◎ 0 － ◎ － － － － ◎ ◎ － － ◎ － － － － ◎ ◎ － － － － ◎ ◎ － － － － - － × 6
トレボン － － － － － － － － － － ○ － － － － － － － × × 14↑ － － － △ × 21 － × 35 － － － － － － － － － ◎ － × 20↑
ニッソラン － ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － － － ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ○ － ○ ◎ － ○ 1
ネマトリン － － － － － － － － － ◎ ◎ ０ － － － － － － － － － － － － － × 42 － － － － － － － － － － － － - － ◎ －
粘着くん ◎ - * ◎ - * ◎ - * ◎ - * - - 0 - - 0 ◎ △ 0 × - * ◎ ○ 0 ◎ △ 0 ◎ △ 0 ◎ - 0 - 0 - - － ◎
ノーモルト ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － － － × △ － × ◎ 14 － ◎ － ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ － ◎ ０ － - － ○ 1
バイスロイド － － － × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 － － － - － × －
バイデート（粒） － － － ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － － － － ○ ０ － × － － ◎ － － ◎ ０ ○ ◎ ０ － － － － － － × 7 － - － × 14
パダン － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － × 21 － － － － － － － － － － － － - ◎ × 3
パプチオン － － － － － － － － － － － － － － － － － － × × 14 － － － － － － － － － － － － － － － － － － - － × 30
バリアード ◎ ○ － － － － － － － △ ○ － － － － － － － － － － － － － － － － － × 3 － － － － － － － － － - - － －
バロック × ◎ － － － － － － － × ◎ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － - － － －
ＢＴ剤 ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ０ ◎ ◎ － ◎
ビニフェート － × － × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 － × 84 ○ × 84 × × 84 × × 84 ○ 1 － - － △ 2
ピラニカ × × － － × － － × － × × － － － － － ○ － × × 7 － － － － ○ － － － － － － － － － － － － － - － ○ 1
ピリマー ◎ ◎ 0 ◎ △ 7 ◎ △ 7 ○ ○ 7 ◎ × 7 ○ ○ － ◎ ○ ０ － ◎ － － × 7 ◎ × 5 － － － ◎ × 7 － － ◎ ◎ ◎ × ２～３
ペイオフ － － － × × － × × － × × 42 － ◎ － － ○ － － － － － × － － － － × × － － － － － － － － － ◎ - ◎ × 28
ベストガード(水) △ ○ － － － － － － － × × 5 － － － － － － － － － － － － － × － △ × 30 － － － － － － － － － - － × 10↑
ベストガード(粒) － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ○ × 28 － － － － － － － － － - － × 30↑
ペンタック × ◎ － － － － － － － × ◎ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － - － － －
ボルスタール － － － × － － － － － － － － － － － － － － × － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － - － － －
マイコタール － － － ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － － － － － － ◎ ○ － － － － － ◎ ０ ◎ ◎ ０ － － － － － － － － ◎ - － ◎
マイトコーネ ◎ ◎ 0 － － － － － － ◎ ◎ 0 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － - － － －
マシン油 － ○ 28 － － － － △ － － △ － － ◎ － ◎ ◎ ０ － ◎ － － － － － △ － ◎ ◎ ０ － － － － － － ◎ ０ ◎ - － ○ 1
マッチ ◎ ◎ 0 ◎ ◎ 0 ◎ ◎ 0 ◎ ◎ 0 － △ － × ◎ － △ △ 14 － － － － － － ◎ ◎ － ◎ ◎ ０ － ○ － － － － - － ◎
マトリック ◎ ◎ 0 ◎ ◎ 0 ◎ ◎ 0 ◎ ◎ 0 － ◎ － ◎ － － － ◎ － － － － － ◎ － ◎ ◎ 0 － － － ◎ － － － － ◎ - - － －
マブリック(水） × × － × × － × × － × × 42 － － － × × － × × － － ○ － － × － ○ × 7 × × － × × 42 ◎ － － ◎ ◎ × ２～３
マブリック(煙） － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － - － × ２～３
マラソン － － － × × 84 × × 84 × × 14 △ △ 14 × × － × × － × × 84 － × 84 × × 84 × × 84 × × 84 ◎ － △ - － × 30
マリックス － － － × × 56 × × 56 － × 14 △ × － ◎ × － △ × － △ － － － × － ◎ × 84 － － － × × 56 ◎ ０ ◎ - － × 7
ミクロデナポン － － － － × 56 － × 56 － × 14 △ × － △ × 28 × × 14↑ － × － － × － △ × 28 － － － × × － ◎ 7 × - × × 3
Mr.ジョーカー － － － － － － － － － － － － － － － － － － × － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － - － － －
ミルベノック ○ ○ － － △ － － － － × △ － － － － － － － ◎ ◎ ０ － ○ － ◎ × － － － － － － － － － － － － － - － － －
モスピラン（水） ○ ◎ － － ◎ 0 － － － ○ ◎ － － － － － － － × － － － ◎ － － △ － △ × 24 － － － － － － － － － ◎ ◎ × １～３
モスピラン（煙） － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － △ × 24 － － － － － － － － － - － － －
モスピラン（粒） － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － - - × 10↑
ラービン × × － × × － × × － × × － × × － × × － × × － × × － × × － × × － × × － × × － × － － - ◎ × 4
ラノー － － － － ◎ － － ○ － ◎ ◎ 0 － － － ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － － － ○ ◎ － － ◎ 1 － － － － ○ － － － － - － ◎ 0
ランネート － － － × × 56 × × 56 △ × 28 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 70 × × 84 × × 84 × 7 ◎ - ◎ × 14
硫酸ニコチン － － － － × 7 － × 7 － × 7 － × 7 － － － － － － － － － － × 7 ◎ △ 7 － － － － － － － － － ◎ － △ 2
リラーク － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 0 － - － － －
ルビトックス － × － － × － － × － － △ － ○ － － ○ ○ － × × 14 － － － － － － × × 84 － － － △ × 42 － － ◎ - － △ 2
レルダン ◎ ◎ 0 － － － － － － ◎ △ － － × － － － － × × － × × － － × － △ × 84 × × － － － － － － － - － × 28
ロディー(乳） － － － × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 × × 84 △ － ◎ ◎ × × 14
ロディー(煙） － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － - － × 14
ロムダン ◎ ◎ 0 － － － － － － ◎ ◎ 0 － － － － － － ◎ － 0 － － － － － － － － － － － － － － － － － － - － ◎
注）卵：卵に、幼：幼虫に、成：成虫に、マ：マミーに、蛹：蛹に、胞子：胞子に、巣：巣箱の蜂のコロニーに対する影響
　　残：その農薬が天敵に対して影響のなくなるまでの期間で単位は日数です。数字の横に↑があるものはその日数以上の影響がある農薬です。
　　　　＊は薬液乾燥後に天敵を導入する場合には影響がないが、天敵が存在する場合には影響がでる恐れがあります。
　　記号：天敵等に対する影響は◎：死亡率０～25％、○：25～50％、△：50～75％、×：75～100％(野外・半野外試験）、◎：死亡率０～30％、○：30～80％、△：80～99％、×：99～100％(室内試験）
　　　　　　マルハナバチに対する影響は◎：影響なし、○：影響１日、△：影響２日、×：影響３日以上
　　　　　　マルハナバチに対して影響がある農薬については、その期間以上巣箱を施設の外に出す必要があります。影響がない農薬でも、散布にあたっては蜂を巣箱に回収し、薬液が乾いてから活動させて下さい。
・表中の網掛けの部分はその農薬の開発メーカーの提供による知見です。
・表中のｴﾙﾋﾞﾆｱ ｶﾛﾄﾎﾞｰﾗは乳剤との混用はできませんが、3日以上の散布期間であれば近接散布が可能です。またﾊﾞﾁﾙｽ ｽﾞﾌﾞﾁﾘｽは混用できない剤とでも、翌日以降の近接散布は可能です。
・表中の影響の程度及び残効期間はあくまでも目安であり、気象条件（温度、降雨、紫外線の程度及び換気条件等）により変化します。
　上記の理由により、この表が原因で事故が発生しても、当協議会としては一切責任を負いかねますのでご了承の上、ご使用下さい。
　　（この表は日本バイオロジカルコントロール協議会会員各社、農薬の開発メーカー、日本の公立試験研究機関及びＩＯＢＣの現時点での資料を元に作成しました。今後必要に応じて改訂されます。）

日本バイオロジカルコントロール協議会・２００６年０６月作成・第１５版



　　　　　　　<<殺菌剤>> 天敵等への殺菌剤・除草剤の影響の目安

ﾐﾔｺ ｸｸﾒﾘｽ ﾃﾞｼﾞｪﾈﾗﾝｽ ﾁﾘ ｼｮｸｶﾞ ｸｻｶｹﾞ ﾊﾅｶﾒ ｺﾚﾏﾝ ｲｻｴｱﾋﾒｺﾊﾞﾁ ｵﾝｼﾂ ｻﾊﾞｸﾂﾔ ﾖﾄｳﾀﾏ ﾈﾏﾄｰ ﾊﾞｰﾃｨ ﾊﾞﾁﾙｽ ｴﾙﾋﾞﾆｱ 　ﾏﾙﾊﾅﾊﾞﾁ
商品名 ｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ ｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ ｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ ｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ ﾀﾏﾊﾞｴ ﾛｳ類 ﾑｼ類 ｱﾌﾞﾗﾊﾞﾁ ﾊﾓｸﾞﾘｺﾏﾕﾊﾞﾁ ﾂﾔｺﾊﾞﾁ ｺﾊﾞﾁ ｺﾞﾊﾞﾁ類 ﾀﾞ類 ｼﾘｭｰﾑ ｽﾞﾌﾞﾁﾙｽ ｶﾛﾄﾎﾞｰﾗ

卵 幼 残 卵 幼 残 卵 幼 残 卵 幼 残 幼 成 残 幼 成 残 幼 成 残 マ 成 残 幼 成 残 蛹 成 残 蛹 成 残 蛹 成 残 幼 残 胞子 芽胞 菌 巣 残
アミスター － － － － － － － － － ◎ ◎ 0 － － － － 　 － － － － － － － ◎ ◎ 0 ◎ ◎ 0 － － － － － － － － － - - ◎
アリエッティー ◎ ◎ ０ － － － － － － ◎ ◎ ０ － － － － － － ◎ － － － － － － ◎ ０ － ◎ － － － － － － － ◎ 0 × - - △ 2
アントラコール － － － － △ － － △ － × × 7 － － － ◎ ◎ － － ◎ － － ◎ － － × － ◎ × 28 ◎ ◎ ０ － ○ － － － ○ × - ○ 1
アンビル － ◎ － － ◎ － － ◎ － ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － ◎ － － ◎ － － － － － － － － － － － ◎ － ◎ 0 × - - ◎
イオウフロアブル － － － － ○ － － ○ － ◎ ◎ ０ ○ ○ － ◎ ◎ － ◎ ◎ 0 ○ ○ － － △ 7 ◎ ○ 3 ◎ △ 7 ◎ × － △ 0 × - - ◎
オーシャイン － － － － － － － － － － ◎ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
オーソサイド ◎ ◎ ０ － ◎ ０ － ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － － － ◎ △ － ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － － － － － × × × ◎
カスミン － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ × ◎
カスミンボルドー － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ × ◎
カーゼートＰＺ － － － － － － － － － － △ － － － － － － － － － － － － － － － － － ○ － － － － － － － － － － - - － －
カラセン － － － ◎ ○ － ◎ ○ － － ◎ 7 － － － － － － － － － － － － － － － ◎ × 7 － － － － － － ◎ 0 ◎ - - ○ 1
カリグリーン － ◎ － － ◎ － － ◎ － － ◎ － － － － － － － － － － － － － － ◎ － － ○ － － ◎ － － － － － － － - ◎ ◎
グラステン － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 0 － - - － －
グランサー － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 0 － - - － －
ゲッター － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ ◎ 0 － － － － － － － － － ◎ ◎ ◎
サプロール ◎ ◎ ０ ◎ ○ 7 ◎ ○ 7 ◎ ○ ０ ◎ ○ － ◎ ◎ ０ ◎ ◎ 0 ◎ ◎ ０ － ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － ◎ － ◎ 0 △ - - ◎
サンドファン － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ - ◎
サンヨール － － － － － － － － － ◎ － ０ － － － － － － ○ ◎ － ◎ ◎ ０ － － － ◎ ◎ ０ － － － － － － － － － ◎ - ◎
ジマンダイセン ◎ ◎ ０ － ◎ 0 － ◎ － ○ ○ ０ － － － ○ ○ － ○ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － × － ◎ 0 × × × ◎
ジャストミート － － － － － － － － － ◎ ◎ 0 － － － － － － － － － ◎ ◎ 0 － ◎ 0 ◎ ◎ 0 － － － － － － － － － - - ◎
スコア － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ － － － － － － － － － － － － － - - － －
ストロビー － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ － － － － － － － － － － - ◎ － －
スミレックス ◎ ◎ ０ － ◎ 0 － ◎ － ◎ ◎ ０ ○ ○ － ◎ ◎ ０ ◎ △ 0 ◎ ◎ ０ － ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － ◎ － ◎ 0 ◎ ◎ - ◎
スミブレンド － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ － － － － － － － － － － － － － ◎ ◎ － －
セイビアー － － － － － － － － － ◎ ◎ 0 － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 0 － － － － － － － － － - - ◎
ダイセン － － － ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － ◎ － ◎ ◎ ０ ◎ － 0 － ◎ － ◎ ○ － ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － ◎ － － － × - × ◎
ダコグリーン － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 0 － - - － －
ダコニール ◎ ◎ ０ － ○ 0 － ○ － ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － ◎ － ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － － － ◎ 0 × × ◎ ◎
チウラム － ◎ － △ ◎ － △ ◎ － ○ ○ ０ ○ ◎ － ○ ◎ － ◎ ○ － ◎ ○ － － ◎ ０ ◎ △ 7 ◎ ○ 7 － － － ◎ 0 × - × ◎
チルト － － － － － － － － － － ◎ － ◎ × － － ◎ － ○ ◎ － ◎ ◎ － － ◎ ０ ◎ ◎ － － － － － － － ◎ 0 × - - ◎
デラン － ◎ － － － － － － － － ◎ － － － － ◎ ◎ － － ◎ － － ◎ － － － － ◎ ◎ ０ － － － － ◎ － ◎ 0 △ - × ◎
銅剤 ◎ ◎ ０ － ◎ 0 － ◎ － ◎ ◎ ０ － ◎ － ◎ ○ － ◎ ◎ 0 － ◎ － － － － ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ 0 × ◎ × ◎
トップジンＭ － － － ○ △ 21 ○ △ 21 ○ △ 21 － － － ◎ ◎ － ◎ ◎ 0 ◎ ◎ － － ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ○ ○ 14 ○ － ◎ ◎ ◎ ◎
トリアジン － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ － － － － － － － － － － － － － - × － －
トリフミン ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － － － ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － ◎ － ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － － － ○ 0 － ◎ - ○ 1
バイコラール ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ － － ◎ ◎ ０ ○ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ 0 × - - ◎
バイレトン ◎ ◎ ０ － ◎ 0 － ◎ － ◎ ◎ ０ － － － ◎ ◎ － ◎ ◎ 0 ◎ ◎ ０ － ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － － － ○ 0 △ - - ◎
バシタック － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ ◎ ○ 1
パスポート ◎ ◎ ０ － ○ － － ○ － ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － ◎ － ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － － － ◎ 0 × - - ◎
パンソイル灌注 ◎ ◎ ０ － － － － － － ◎ ◎ ０ － － － － － － － － － － － － － － － ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － － － － － ◎ - - ◎
ビスダイセン － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ × ◎
フェスティバル － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ － － － － － － － － － － - ◎ － －
フルピカ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ － － － － ◎ ◎ 0 － － － － － － － ◎ ◎ - ◎
ベフラン － － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ ◎ ０ － － － － － － － － － － － － － － － － － － - - － －
ベルクート － － － ◎ ◎ 0 － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ － － － － ◎ － － － － － － － － － － － ◎ ◎ ◎
ベンレート － － － ◎ △ 21 ◎ △ 21 ◎ △ 21 ◎ ◎ ０ ◎ ○ － ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － － － ◎ 0 △ ◎ - ◎ 　
ポリオキシンＡＬ － － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ ◎ ０ － － － － ◎ － － － － － － － － － － － － － ◎ - ◎
マンネブダイセンＭ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ △ － ◎ ◎ ０ － × － ◎ × － － ◎ ０ ◎ △ ０ ◎ ◎ ０ ◎ × － ◎ 0 × - × ◎
ミルカーブ灌注 ◎ ◎ ０ － － － － － － ◎ ◎ ０ － － － － － － － － － － － － － － － ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － － － － － ◎ - - －
モレスタン － △ － － ◎ 0 － ◎ － × × 28 △ △ － △ △ － ◎ － 0 ◎ ◎ － ◎ ○ ０ ◎ △ 5 － － － － ◎ － － － × ◎ - × ３～５
ユーパレン ◎ ◎ ０ － ◎ 0 － ○ － ◎ ◎ ０ ◎ ◎ － ○ ○ － ◎ ◎ ０ ○ ○ － － ○ － ○ × 7 ◎ ◎ ０ ◎ × 28 － － × × - ◎
ヨネポン － － － － ◎ 0 － － － － － － － － － － － － ◎ ◎ ０ － － － － － － － － － － － － － － － － － － - × － －
ラリー ◎ ◎ ０ － ◎ 0 － － － ◎ ◎ ０ － － － － － － ◎ ◎ ０ － － － － － － － － － － － － － － － ○ － × - - ◎
リゾレックス － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － - × ◎
リドミルＭＺ ◎ ◎ ０ － ◎ － － ◎ － ○ ○ ０ － － － － － － － － － － － － － － － ◎ ◎ － － － － － － － － － － - × ◎
ルビゲン ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － － － － ○ － ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ 0 ◎ ◎ - ◎
ロブラール ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ － ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ ◎ ０ ◎ 0 ○ ◎ ◎ ◎
注）卵：卵に、幼：幼虫に、成：成虫に、マ：マミーに、蛹：蛹に、胞子：胞子に、巣：巣箱の蜂のコロニーに対する影響
　　残：その農薬が天敵に対して影響のなくなるまでの期間で単位は日数です。数字の横に↑があるものはその日数以上の影響がある農薬です。
　　　　＊は薬液乾燥後に天敵を導入する場合には影響がないが、天敵が存在する場合には影響がでる恐れがあります。
　　記号：天敵等に対する影響は◎：死亡率０～25％、○：25～50％、△：50～75％、×：75～100％(野外・半野外試験）、◎：死亡率０～30％、○：30～80％、△：80～99％、×：99～100％(室内試験）
　　　　　　マルハナバチに対する影響は◎：影響なし、○：影響１日、△：影響２日、×：影響３日以上
　　　　　　マルハナバチに対して影響がある農薬については、その期間以上巣箱を施設の外に出す必要がありまあす。影響がない農薬でも、散布にあたっては蜂を巣箱に回収し、薬液が乾いてから活動させて下さい
・表中の網掛けの部分はその農薬の開発メーカーの提供による知見です。
・表中のｴﾙﾋﾞﾆｱ ｶﾛﾄﾎﾞｰﾗは乳剤との混用はできませんが、3日以上の散布期間であれば近接散布が可能です。またﾊﾞﾁﾙｽ ｽﾞﾌﾞﾁﾘｽは混用できない剤とでも、翌日以降の近接散布は可能です。
・表中の影響の程度及び残効期間はあくまでも目安であり、気象条件（温度、降雨、紫外線の程度及び換気条件等）により変化します。
　上記の理由により、この表が原因で事故が発生しても、当協議会としては一切責任を負いかねますのでご了承の上、ご使用下さい。
<<除草剤>> （バイオセーフと混用可能な除草剤は下記のとおり）
クサブロック、スタッカー、バナフィン、カーブ、クサレス、ターザイン、ウエイアップ、ディクトラン
　　（この表は日本バイオロジカルコントロール協議会会員各社、農薬の開発メーカー、日本の公立試験研究機関及びＩＯＢＣの現時点での資料を元に作成しました。今後必要に応じて改訂されます。）

日本バイオロジカルコントロール協議会・２００４年０９月作成・第１４版



天敵昆虫・ダニ製剤 登録状況 2006年7月14日現在 JPPAまとめ

農薬の種類 農薬の名称 対象作物 対象病害虫 初年度登録 取り扱い会社

イサエアヒメコバチ マイネックス 野菜類（施設栽培） ハモグリバエ類 97.12.24 ｱﾘｽﾀﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ㈱ 03/03/05変更

      ・ハモグリコマユバチ剤 マイネックス９１ 野菜類（施設栽培） ハモグリバエ類  01. 4.16 ｱﾘｽﾀﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ㈱ 03/03/05変更

イサエアヒメコバチ剤 ヒメコバチＤＩ 野菜類（施設栽培） ハモグリバエ類 02. 9.17 ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱ 03/03/05変更

ヒメトップ 野菜類（施設栽培） ハモグリバエ類 02. 9. 3 ㈱ｷｬｯﾂ･ｱｸﾞﾘｼｽﾃﾑｽﾞ 03/03/05変更

石原イサパラリ トマト（施設栽培） ハモグリバエ類 06. 1.25 石原産業㈱ 06/01/25新規登録

ミニトマト(施設栽培) 06. 1.25

ハモグリコマユバチ剤 コマユバチＤＳ トマト(施設栽培) マメハモグリバエ 02. 9.17 ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱

ミニトマト(施設栽培) 03. 3. 5

ハモグリミドリヒメコバチ剤 ミドリヒメ 野菜類（施設栽培） ハモグリバエ類 05. 6.22 住友化学㈱ 05/06/22新規登録

琉球産経㈱ 05/06/22新規登録

オンシツツヤコバチ剤 エンストリップ 野菜類（施設栽培） コナジラミ類 95. 3.10 ｱﾘｽﾀﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ㈱ 03/03/07変更

ポインセチア（施設栽培） 04. 7. 8

ツヤコバチＥＦ トマト(施設栽培) オンシツコナジラミ 02. 9.17 ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱

ミニトマト(施設栽培) 03. 3. 5

ツヤコバチＥＦ３０ 野菜類（施設栽培） コナジラミ類 02. 8.13 ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱ 03/03/05変更

ツヤトップ 野菜類（施設栽培） オンシツコナジラミ 01. 1.30 ㈱ｷｬｯﾂ･ｱｸﾞﾘｼｽﾃﾑｽﾞ 03/03/05変更

石原ツヤパラリ トマト(施設栽培) オンシツコナジラミ 05.11.30 石原産業㈱ 05/11/30新規登録

ミニトマト(施設栽培) 05.11.30

サバクツヤコバチ剤 エルカード 野菜類（施設栽培） コナジラミ類 03. 5. 7 ｱﾘｽﾀﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ㈱ 03/10/08変更

サバクトップ きゅうり（施設栽培） コナジラミ類 05. 6. 1 ㈱ｷｬｯﾂ･ｱｸﾞﾘｼｽﾃﾑｽﾞ 05/06/01新規登録

コレマンアブラバチ剤 アフィパール 野菜類（施設栽培） アブラムシ類 98. 4. 6 ｱﾘｽﾀﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ㈱ 03/03/07変更

アブラバチＡＣ 野菜類（施設栽培） アブラムシ類 02. 9. 3 ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱ 03/03/05変更

コレトップ 野菜類（施設栽培） アブラムシ類 02. 9. 3 ㈱ｷｬｯﾂ･ｱｸﾞﾘｼｽﾃﾑｽﾞ 03/03/05変更

ショクガタマバエ剤 アフィデント 野菜類（施設栽培） アブラムシ類 98. 4. 6 ｱﾘｽﾀﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ㈱ 03/03/05変更

ナミテントウ剤 ナミトップ 野菜類（施設栽培） アブラムシ類 02.11.26 ㈱ｷｬｯﾂ･ｱｸﾞﾘｼｽﾃﾑｽﾞ 03/03/05変更

ナミトップ２０ 野菜類（施設栽培） アブラムシ類 05. 2. 9 ㈱ｷｬｯﾂ･ｱｸﾞﾘｼｽﾃﾑｽﾞ 05/02/09追加

チリカブリダニ剤 スパイデックス 野菜類（施設栽培） 95. 3.10 ｱﾘｽﾀﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ㈱ 06/07/03失効

(200頭/50ml ) 果樹類（施設栽培) 99.11.25

いんげんまめ(施設栽培) ハダニ類 00. 8.15

ばら（施設栽培） 02.10.16

カーネーション（施設栽培） 04. 7. 8

シクラメン（施設栽培） 02.10.16

スパイデックス 野菜類（施設栽培） 06. 4. 5 ｱﾘｽﾀﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ㈱ 06/04/20新規登録

(2000頭/100ｍｌ） 果樹類（施設栽培) 06. 4. 5

いんげんまめ(施設栽培) ハダニ類 06. 4. 5

ばら（施設栽培） 06. 4. 5

カーネーション（施設栽培） 06. 4. 5

シクラメン（施設栽培） 06. 4. 5

カブリダニＰＰ 野菜類（施設栽培） ハダニ類 02. 9. 3 ｼﾝｼﾞｪﾝﾀ ｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱ 03/03/05変更

ばら（施設栽培） 03. 8.20

おうとう（施設栽培） ナミハダニ 02. 9. 3

チリトップ 野菜類（施設栽培） ハダニ類 02. 6.18 ㈱ｷｬｯﾂ･ｱｸﾞﾘｼｽﾃﾑｽﾞ 03/03/05変更

ククメリスカブリダニ剤 ククメリス 野菜類（施設栽培） アザミウマ類 98. 4. 6 ｱﾘｽﾀﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ㈱ 03/03/07変更

シクラメン（施設栽培） 02.10.16 日本化薬㈱ 06/07/03失効

ほうれんそう（施設栽培）ケナガコナダニ 03. 3. 7 （日本化薬のみ）

メリトップ 野菜類（施設栽培） アザミウマ類 02. 6.18 ㈱ｷｬｯﾂ･ｱｸﾞﾘｼｽﾃﾑｽﾞ 03/03/07変更

デジェネランスカブリダニ剤 スリパンス なす(施設栽培) アザミウマ類 03. 6. 3 ｱﾘｽﾀﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ㈱ 03/02/25変更

ピーマン(施設栽培) 03．2.25 03/02/25変更



農薬の種類 農薬の名称 対象作物 対象病害虫 初年度登録 取り扱い会社

ミヤコカブリダニ剤 スパイカル 野菜類（施設栽培） ハダニ類 03. 6. 3 ｱﾘｽﾀﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ㈱ 03/10/08変更

果樹類 03.10. 8

ナミヒメハナカメムシ剤 オリスター ピーマン(施設栽培) ミカンキイロアザミウマ 98. 7.29 住友化学㈱

ミナミキイロアザミウマ 98. 7.29

タイリクヒメハナカメムシ剤 オリスターＡ 野菜類（施設栽培） アザミウマ類 01. 1.30 住友化学㈱ 03/03/05変更

トスパック 野菜類（施設栽培） アザミウマ類 04.10. 6 協友ｱｸﾞﾘ㈱

ｻﾝｹｲ化学㈱

タイリク 野菜類（施設栽培） アザミウマ類 01. 6.22 ｱﾘｽﾀﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ㈱ 03/03/07変更

リクトップ 野菜類（施設栽培） アザミウマ類 05. 8.31 ㈱ｷｬｯﾂ･ｱｸﾞﾘｼｽﾃﾑｽﾞ 05/08/31新規登録

ヤマトクサカゲロウ剤 カゲタロウ 野菜類（施設栽培） アブラムシ類 01. 3.14 ｱﾘｽﾀﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ㈱ 03/03/05変更

ｱｸﾞﾛｽﾀｰ㈲

アリガタシマアザミウマ剤 アリガタ 野菜類（施設栽培） アザミウマ類 03. 4.22 ｱﾘｽﾀﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ㈱ 03/10/08変更

04. 1.28 琉球産経㈱ 04/01/28変更



微生物製剤 登録状況

殺虫剤 （ＢＴ剤を除く） 2006年7月14日現在 JPPAまとめ

農薬の種類 農薬の名称 対象作物 対象病害虫 初年度登録 取り扱い会社

バーティシリウム・レカニ水和剤 バータレック 野菜類(施設栽培) アブラムシ類 00. 8.15 ｱﾘｽﾀﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ㈱ 03/03/05変更

マイコタール 野菜類(施設栽培) コナジラミ類 06. 4. 5 ｱﾘｽﾀﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ㈱ 06/04/05変更

きく（施設栽培） ミカンキイロアザミウマ 02. 7.30

ペキロマイセス・フモソロセウス水和剤 プリファード水和剤 野菜類(施設栽培) コナジラミ類  01. 6.11 東海物産㈱ 03/03/07変更

きゅうり（施設栽培） ワタアブラムシ 04. 7.21 06/06/07変更

パスツーリア ペネトランス水和剤 パストリア水和剤 野菜類 98.12. 4 ｻﾝｹｲ化学㈱ 04/08/13変更

かんしょ ネコブセンチュウ 98.12. 4

いちじく 00. 4.12

ボーベリア・ブロンニアティ剤 バイオリサ・カミキリ 桑 キボシカミキリ 95.11.17 日東電工㈱

果樹類 カミキリムシ類 95.11.17 03/03/07変更

かえで ゴマダラカミキリ 98.12.10

うど センノカミキリ 03. 3. 7

たらのき 02. 7. 2

ボーベリア・バシアーナ乳剤 ボタニガードＥＳ 野菜類 コナジラミ類 06. 3. 8 ｱﾘｽﾀﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ㈱ 06/03/08変更

アザミウマ類 04.12.22 04/12/22変更

コナガ 02.11.12 03/03/05変更

チャハマキ顆粒病ウイルス・ ハマキ天敵 りんご リンゴコカクモンハマキ 03. 3.20 ｱﾘｽﾀﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ㈱

リンゴコカクモンハマキ 茶 チャハマキ 03. 3.20

顆粒病ウイルス水和剤 チャノコカクモンハマキ 03. 3.20

カヤクハマキ天敵 りんご リンゴコカクモンハマキ 04. 4. 7 日本化薬㈱

茶 チャハマキ 04. 4. 7

チャノコカクモンハマキ 04. 4. 7

モナクロスポリウム・フィマトパガム剤 ネマヒトン たばこ サツマイモネコブセンチュウ 90. 7.24 ﾄﾓｴ化学工業㈱

トマト 01.12. 3

ミニトマト 03. 3. 5

線虫製剤
農薬の種類 農薬の名称 対象作物 対象病害虫 登録年月日

スタイナーネマ・カーポカプサエ剤 バイオセーフ 芝 シバオサゾウムシ幼虫 05. 4.27 ㈱ｴｽ･ﾃﾞｨｰ･ｴｽ ﾊﾞｲｵﾃｯｸ

（250万頭/gの製剤） タマナヤガ 05. 4.27

かんしょ アリモドキゾウムシ 05. 4.27

かんしょの茎葉 イモゾウムシ 05. 4.27

いちご ハスモンヨトウ 05. 4.27

しそ 06. 7. 5 06/07/05追加

いちじく キボシカミキリ（幼虫） 05. 4.27

花き類・観葉植物 キンケクチブトゾウムシ 05. 4.27

果樹類 モモシンクイガ 05. 4.27

やし ヤシオオオサゾウムシ 06. 1.25 06/01/25追加

スタイナーネマ・グラセライ剤 バイオトピア かんしょ コガネムシ類幼虫 00.10.11 ㈱ｴｽ･ﾃﾞｨｰ･ｴｽ ﾊﾞｲｵﾃｯｸ

芝 00.10.11

シバオサゾウムシ幼虫 00. 8. 1

シバツトガ 03. 9. 3

スジキリヨトウ 03. 9. 3

タマナヤガ 04. 8. 4

ブルーベリー ヒメコガネ幼虫 03. 3. 5



殺菌剤
農薬の種類 農薬の名称 対象作物 対象病害虫 登録年月日

アグロバクテリウム・ラジオバクター剤 バクテローズ 果樹類 02. 7. 2 日本農薬㈱ 03/03/05変更

ばら 根頭がんしゅ病 89.12. 1

きく 95. 7.31

バチルス ズブチリス水和剤 ボトキラー水和剤 ぶどう 02. 8.13 出光興産㈱

かんきつ 灰色かび病 05. 9.21 ｱﾘｽﾀﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ㈱ 05/9/21追加

シクラメン 03.10.22 日本農薬㈱

野菜類 00. 7.27 03/03/05変更

うどんこ病 00. 7.27 03/03/05変更

インプレッション水和剤 かぼちゃ 05.11. 2 ㈱ｴｽ･ﾃﾞｨｰ･ｴｽ ﾊﾞｲｵﾃｯｸ 05/11/02追加

野菜類 うどんこ病 03.10. 8 05/11/02変更

灰色かび病 03. 5. 7 05/11/02変更

ぶどう 03. 5. 7

おうとう 灰星病 05. 2. 9 05/02/09変更

トマト 葉かび病 05. 7.20 05/07/20追加

ミニトマト 05. 7.20 05/07/20追加

バイオワーク水和剤 野菜類 うどんこ病 04. 9.22 丸和ﾊﾞｲｵｹﾐｶﾙ㈱

灰色かび病 06. 5.24 06/05/24変更

ボトピカ水和剤 野菜類 灰色かび病 06. 3. 8 出光興産㈱ 06/03/08変更

いちご うどんこ病 06. 3. 8

ピーマン 06. 3. 8

エコショット 野菜類 灰色かび病 05.10. 5 ｸﾐｱｲ化学工業㈱ 05/10/05新規登録

ぶどう 05.10. 5

かんきつ 05.10. 5

トマト 葉かび病 06. 6.21 06/06/21変更

ミニトマト 06. 6.21 06/06/21変更

トリコデルマ・アトロビリデ水和剤 エコホープ 稲 ばか苗病 03. 1.28 ｸﾐｱｲ化学工業㈱

もみ枯細菌病 03. 1.28

苗立枯細菌病 03. 1.28

いもち病 04. 8.13

苗立枯病（リゾープス菌） 04. 8.13

ごま葉枯病 05.12.27 05/12/27追加

エコホープドライ 稲 ばか苗病 04.11.24 ｸﾐｱｲ化学工業㈱

もみ枯細菌病 04.11.24

苗立枯細菌病 04.11.24

いもち病 05.12.27 05/12/27追加

苗立枯病（リゾープス菌） 05.12.27 05/12/27追加

非病原性エルビニア・カロトボーラ水和剤 バイオキーパー水和剤 ばれいしょ 軟腐病 98.11. 9 ｾﾝﾄﾗﾙ硝子㈱

野菜類 97. 7.25 日産化学工業㈱ 03/03/05変更

エコメイト 野菜類 軟腐病 06．6. 7 ｸﾐｱｲ化学工業㈱ 06/06/07新規登録

ばれいしょ

非病原性フザリウム・オキシスポラム水和剤 マルカライト かんしょ つる割病 02. 6.18 ｴｰｻﾞｲ生科研㈱

シュードモナス・フルオレッセンス剤 セル苗元気 トマト 青枯病 01. 6.22 多木化学㈱

根腐萎凋病 02. 2. 1 ｱﾘｽﾀﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ㈱

ミニトマト 青枯病 03. 3. 5

根腐萎凋病 03. 3. 3

なす 青枯病 05. 9.21 05/9/21追加

ピーマン 05. 9.21 05/9/21追加

ベジキーパー水和剤 レタス 腐敗病 05. 8.31 ｾﾝﾄﾗﾙ硝子㈱ 05/08/31新規登録

非結球レタス 06. 5.24 06/05/24変更

キャベツ 黒腐病 06. 5.24 06/05/24変更

シュードモナスＣＡＢ－０２水和剤 モミゲンキ水和剤 稲 もみ枯細菌病 01.10.22 ｾﾝﾄﾗﾙ硝子㈱､日産化学工業㈱

苗立枯細菌病 01.10.22 ｱﾘｽﾀﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ㈱

タラロマイセス・フラバス水和剤 バイオトラスト水和剤 いちご 炭疽病 01. 7.12 出光興産㈱

うどんこ病 01. 7.12



抗ウイルス剤
農薬の種類 農薬の名称 対象作物 対象病害虫 登録年月日

 "京都微研"キュービオZY きゅうり ｽﾞｯｷｰﾆ黄斑ﾓｻﾞｲｸｳｲﾙｽ 03. 5. 7 ㈱微生物化学研究所

　の感染による萎凋症

除草剤
農薬の種類 農薬の名称 対象作物 対象病害虫 登録年月日

ザントモナス・キャンペストリス液剤 キャンペリコ液剤 西洋芝（ブルーグラス）  99. 9.27 多木化学㈱

西洋芝（ベントグラス） スズメノカタビラ  99. 9.27

日本芝（こうらいしば）  97. 5.20

ドレクスレラ・モノセラス剤 タスマート 移植水稲 ノビエ 04. 1.28 三井化学㈱

ズッキーニ黄斑モザイクウイルス

弱毒株水溶剤



BT製剤登録状況(ｱｲｳｴｵ順)
2006年7月14日現在 JPPAまとめ

農薬の名称 対象作物 対象病害虫 濃度 取り扱い会社

エスマルクＤＦ かぶ ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 1000倍 住友化学㈱

エスマルクＤＦ キャベツ ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 1000倍

エスマルクＤＦ きく ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 1000倍

エスマルクＤＦ 果樹類 ｼｬｸﾄﾘﾑｼ類 2000倍

エスマルクＤＦ 果樹類 ﾊﾏｷﾑｼ類 2000～3000倍

エスマルクＤＦ 茶 ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ 1000倍

エスマルクＤＦ 茶 ﾁｬﾉﾎｿｶﾞ 1000倍

エスマルクＤＦ 茶 ﾁｬﾊﾏｷ 1000倍

エスマルクＤＦ 野菜類 ｱｵﾑｼ 1000～2000倍

エスマルクＤＦ 野菜類 ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 1000倍

エスマルクＤＦ 野菜類 ｺﾅｶﾞ 1000～2000倍

エスマルクＤＦ 野菜類 ﾖﾄｳﾑｼ 1000倍

ガードジェット水和剤 えんどうまめ ｳﾘﾉﾒｲｶﾞ 1000倍 ㈱クボタ

ガードジェット水和剤 かき ｲﾗｶﾞ類 1500倍 クミアイ化学工業㈱

ガードジェット水和剤 かき ｶｷﾉﾍﾀﾑｼｶﾞ 1500倍 シンジェンタジャパン㈱

ガードジェット水和剤 きく ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 1000倍

ガードジェット水和剤 ｷｬﾍﾞﾂ ﾀﾏﾅｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ 2000倍

ガードジェット水和剤 ぎょうじゃにんにく ﾈｷﾞｺｶﾞ 2000倍

ガードジェット水和剤 さざんか ﾄﾞｸｶﾞ類 2000～4000倍

ガードジェット水和剤 ｽﾄｯｸ ｺﾅｶﾞ 2000倍

ガードジェット水和剤 つばき ﾄﾞｸｶﾞ類 2000～4000倍

ガードジェット水和剤 にんにく ﾈｷﾞｺｶﾞ 2000倍

ガードジェット水和剤 やまのいも ﾔﾏﾉｲﾓｺｶﾞ 2000倍

ガードジェット水和剤 りんご ﾋﾒｼﾛﾓﾝﾄﾞｸｶﾞ 1000～1500倍

ガードジェット水和剤 果樹類 ﾊﾏｷﾑｼ類 1500倍

ガードジェット水和剤 樹木類(木本植物) ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ 4000倍

ガードジェット水和剤 茶 ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ 1000～1500倍

ガードジェット水和剤 茶 ﾁｬﾊﾏｷ 1000～1500倍

ガードジェット水和剤 茶 ﾖﾓｷﾞｴﾀﾞｼｬｸ 1000倍

ガードジェット水和剤 野菜類 ｱｵﾑｼ 1000～2000倍

ガードジェット水和剤 野菜類 ｳﾘﾉﾒｲｶﾞ 1000倍

ガードジェット水和剤 野菜類 ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 1000倍

ガードジェット水和剤 野菜類 ｺﾅｶﾞ 1000～2000倍

ガードジェットフロアブル ﾚﾀｽ ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 500倍 ㈱クボタ

ガードジェットフロアブル 非結球ﾚﾀｽ ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 500倍

ガードジェットフロアブル 野菜類 ｱｵﾑｼ 500～1000倍

ガードジェットフロアブル 野菜類 ｺﾅｶﾞ 500～1000倍

クオークフロアブル きゅうり ｳﾘﾉﾒｲｶﾞ 400倍 アリスタライフサイエンス㈱

クオークフロアブル 果樹類 ﾊﾏｷﾑｼ類 400倍

クオークフロアブル 野菜類 ｱｵﾑｼ 400～800倍

クオークフロアブル 野菜類 ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 400倍

クオークフロアブル 野菜類 ｺﾅｶﾞ 400～800倍

クオークフロアブル 野菜類 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 400倍

クオークフロアブル 野菜類 ﾖﾄｳﾑｼ 400～800倍

サブリナフロアブル 野菜類 ｺﾅｶﾞ 1000倍 明治製菓㈱ 06/04/19新規登録

サブリナフロアブル 茶 ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ 1000倍 サンケイ化学㈱

サブリナフロアブル 茶 ﾁｬﾊﾏｷ 1000倍

ゼンターリ顆粒水和剤 いも類 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 1000倍 アリスタライフサイエンス㈱

ゼンターリ顆粒水和剤 うり科野菜類 ｳﾘﾉﾒｲｶﾞ 1000倍 住化武田農薬㈱

ゼンターリ顆粒水和剤 えんどうまめ ｳﾘﾉﾒｲｶﾞ 1000倍 北興化学工業㈱

ゼンターリ顆粒水和剤 きく ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 1000倍

ゼンターリ顆粒水和剤 さやえんどう ｳﾘﾉﾒｲｶﾞ 1000倍

ゼンターリ顆粒水和剤 しいたけ ｼｲﾀｹｵｵﾋﾛｽﾞｺｶﾞ 1000倍

ゼンターリ顆粒水和剤 しいたけ ｼｲﾀｹｵｵﾋﾛｽﾞｺｶﾞ 200倍

ゼンターリ顆粒水和剤 ｽﾄｯｸ ｺﾅｶﾞ 1000倍

ゼンターリ顆粒水和剤 そば ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 2000倍

ゼンターリ顆粒水和剤 とうもろこし ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 1000倍



農薬の名称 対象作物 対象病害虫 濃度 取り扱い会社

ゼンターリ顆粒水和剤 はくさい ｱｵﾑｼ 2000倍 アリスタライフサイエンス㈱

ゼンターリ顆粒水和剤 はくさい ｺﾅｶﾞ 2000倍 住化武田農薬㈱

ゼンターリ顆粒水和剤 はくさい ﾖﾄｳﾑｼ 2000倍 北興化学工業㈱

ゼンターリ顆粒水和剤 ﾊﾟｾﾘ ｷｱｹﾞﾊ 1000倍

ゼンターリ顆粒水和剤 ふじまめ ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ 1000倍

ゼンターリ顆粒水和剤 果樹類 ﾊﾏｷﾑｼ類 1000倍

ゼンターリ顆粒水和剤 実えんどう ｳﾘﾉﾒｲｶﾞ 1000倍

ゼンターリ顆粒水和剤 芝 ｼﾊﾞﾂﾄｶﾞ 1000～2000倍

ゼンターリ顆粒水和剤 芝 ｽｼﾞｷﾘﾖﾄｳ 1000～2000倍

ゼンターリ顆粒水和剤 芝 ﾀﾏﾅﾔｶﾞ 1000倍

ゼンターリ顆粒水和剤 食用ほおずき ﾀﾊﾞｺｶﾞ 1000倍

ゼンターリ顆粒水和剤 茶 ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ 1000倍

ゼンターリ顆粒水和剤 茶 ﾁｬﾊﾏｷ 1000倍

ゼンターリ顆粒水和剤 茶 ﾖﾓｷﾞｴﾀﾞｼｬｸ 1000倍

ゼンターリ顆粒水和剤 豆類(種実) ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 1000倍

ゼンターリ顆粒水和剤 野菜類(はくさいを除く) ｱｵﾑｼ 1000～2000倍

ゼンターリ顆粒水和剤 野菜類(はくさいを除く) ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 1000倍

ゼンターリ顆粒水和剤 野菜類(はくさいを除く) ｺﾅｶﾞ 1000～2000倍

ゼンターリ顆粒水和剤 野菜類(はくさいを除く) ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ 1000倍

ゼンターリ顆粒水和剤 野菜類(はくさいを除く) ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 1000倍

ゼンターリ顆粒水和剤 野菜類(はくさいを除く) ﾖﾄｳﾑｼ 1000～2000倍

ダイポール水和剤 あぶらな科野菜類 ﾀﾏﾅｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ 1000倍 住友化学㈱

ダイポール水和剤 かき ｲﾗｶﾞ類 1000倍 協友ｱｸﾞﾘ㈱

ダイポール水和剤 かき ｶｷﾉﾍﾀﾑｼｶﾞ 1000倍

ダイポール水和剤 さくら ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ 1000～2000倍

ダイポール水和剤 さくら ﾓﾝｸﾛｼｬﾁﾎｺ 1000倍

ダイポール水和剤 さざんか ﾁｬﾄﾞｸｶﾞ 1000倍

ダイポール水和剤 ｽﾄｯｸ ｺﾅｶﾞ 1000倍

ダイポール水和剤 つばき ﾁｬﾄﾞｸｶﾞ 1000倍

ダイポール水和剤 ﾌﾟﾗﾀﾅｽ ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ 1000～2000倍

ダイポール水和剤 りんご ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ 1000倍

ダイポール水和剤 りんご ﾊﾏｷﾑｼ類 1000倍

ダイポール水和剤 りんご ﾋﾒｼﾛﾓﾝﾄﾞｸｶﾞ 1000倍

ダイポール水和剤 芝 ｼﾊﾞﾂﾄｶﾞ 500～1000倍

ダイポール水和剤 芝 ｽｼﾞｷﾘﾖﾄｳ 500～1000倍

ダイポール水和剤 芝 ﾀﾏﾅﾔｶﾞ 1000倍

ダイポール水和剤 茶 ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ 500～1000倍

ダイポール水和剤 茶 ﾁｬﾉﾎｿｶﾞ 500倍

ダイポール水和剤 茶 ﾁｬﾊﾏｷ 500倍

ダイポール水和剤 茶 ﾖﾓｷﾞｴﾀﾞｼｬｸ 500倍

ダイポール水和剤 野菜類 ｱｵﾑｼ 1000～2000倍

ダイポール水和剤 野菜類 ｺﾅｶﾞ 1000～2000倍

ダイポール水和剤 野菜類 ﾖﾄｳﾑｼ 500倍

ダイポール水和剤 つばき ﾊｽｵﾋﾞｴﾀﾞｼｬｸ 500～1000倍 住友化学㈱のみで

ダイポール水和剤 食用つばき（種子） ﾁｬﾄﾞｸｶﾞ 1000倍 協友ｱｸﾞﾘ㈱には

ダイポール水和剤 食用つばき（種子） ﾊｽｵﾋﾞｴﾀﾞｼｬｸ 500～1000倍 登録のない対象

チューリサイド水和剤 あぶらな科野菜 ｱｵﾑｼ 1000～2000倍 セルティスジャパン㈱

チューリサイド水和剤 あぶらな科野菜 ｺﾅｶﾞ 1000～2000倍

チューリサイド水和剤 あぶらな科野菜 ﾀﾏﾅｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ 1000倍

チューリサイド水和剤 あぶらな科野菜 ﾖﾄｳﾑｼ 500倍

チューリサイド水和剤 かき ｲﾗｶﾞ類 1000倍

チューリサイド水和剤 かき ｶｷﾉﾍﾀﾑｼｶﾞ 1000倍

チューリサイド水和剤 さくら ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ 1000～2000倍

チューリサイド水和剤 さくら ﾓﾝｸﾛｼｬﾁﾎｺ 1000倍

チューリサイド水和剤 さざんか ﾁｬﾄﾞｸｶﾞ 1000倍

チューリサイド水和剤 さつき ﾍﾞﾆﾓﾝｱｵﾘﾝｶﾞ 1000倍

チューリサイド水和剤 ｽﾄｯｸ ｺﾅｶﾞ 1000倍

チューリサイド水和剤 つつじ ﾍﾞﾆﾓﾝｱｵﾘﾝｶﾞ 1000倍

チューリサイド水和剤 つばき ﾁｬﾄﾞｸｶﾞ 1000倍
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チューリサイド水和剤 ﾌﾟﾗﾀﾅｽ ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ 1000～2000倍 セルティスジャパン㈱

チューリサイド水和剤 りんご ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ 1000倍

チューリサイド水和剤 りんご ﾊﾏｷﾑｼ類 1000倍

チューリサイド水和剤 りんご ﾋﾒｼﾛﾓﾝﾄﾞｸｶﾞ 1000倍

チューリサイド水和剤 芝 ｼﾊﾞﾂﾄｶﾞ 500～1000倍

チューリサイド水和剤 芝 ｽｼﾞｷﾘﾖﾄｳ 500～1000倍

チューリサイド水和剤 芝 ﾀﾏﾅﾔｶﾞ 1000倍

チューリサイド水和剤 茶 ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ 500倍～1000倍

チューリサイド水和剤 茶 ﾁｬﾉﾎｿｶﾞ 500倍

チューリサイド水和剤 茶 ﾁｬﾊﾏｷ 500倍

チューリサイド水和剤 茶 ﾖﾓｷﾞｴﾀﾞｼｬｸ 500倍

チューンアップ顆粒水和剤 野菜類 ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 2000～3000倍 ㈱ｴｽ･ﾃﾞｨｰ･ｴｽﾊﾞｲｵﾃｯｸ 05/06/22変更

チューンアップ顆粒水和剤 野菜類 ｱｵﾑｼ 2000～3000倍

チューンアップ顆粒水和剤 野菜類 ｺﾅｶﾞ 2000～3000倍

チューンアップ顆粒水和剤 野菜類 ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 2000～3000倍

チューンアップ顆粒水和剤 野菜類 ｳﾘﾉﾒｲｶﾞ 3000倍 05/06/22追加

チューンアップ顆粒水和剤 果樹類 ﾊﾏｷﾑｼ類 4000倍 05/06/22変更

ツービットＤＦ きく ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 1000倍 ﾊﾞｲｴﾙｸﾛｯﾌﾟｻｲｴﾝｽ㈱

ツービットＤＦ さくら ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ 1000～2000倍

ツービットＤＦ さくら ﾓﾝｸﾛｼｬﾁﾎｺ 1000倍

ツービットＤＦ つばき ﾁｬﾄﾞｸｶﾞ 1000～2000倍

ツービットＤＦ 茶 ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ 1000倍

ツービットＤＦ 茶 ﾁｬﾊﾏｷ 1000倍

ツービットＤＦ 茶 ﾖﾓｷﾞｴﾀﾞｼｬｸ 1000倍

ツービットＤＦ 野菜類 ｱｵﾑｼ 1000～2000倍

ツービットＤＦ 野菜類 ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 1000倍

ツービットＤＦ 野菜類 ｺﾅｶﾞ 1000～2000倍

ツービットＤＦ 野菜類 ﾀﾏﾅｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ 1000倍

ツービットＤＦ 野菜類 ﾖﾄｳﾑｼ 500倍

デルフィン顆粒水和剤 えんどうまめ ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ 1000倍 セルティスジャパン㈱

デルフィン顆粒水和剤 かんしょ ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 1000倍

デルフィン顆粒水和剤 きく ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 1000倍

デルフィン顆粒水和剤 そらまめ ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ 1000倍

デルフィン顆粒水和剤 たばこ ﾀﾊﾞｺｱｵﾑｼ 1000～2000倍

デルフィン顆粒水和剤 たばこ ﾖﾄｳﾑｼ 1000～2000倍

デルフィン顆粒水和剤 とうもろこし ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 1000倍

デルフィン顆粒水和剤 なし ｹﾑｼ類 1000～2000倍

デルフィン顆粒水和剤 ｵﾘｰﾌﾞ（葉） ｹﾑｼ類 1000倍 06/03/08追加

デルフィン顆粒水和剤 ｵﾘｰﾌﾞ（葉） ﾊﾏｷﾑｼ類 2000倍 06/03/08追加

デルフィン顆粒水和剤 ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ ｲﾗｶﾞ類 1000倍

デルフィン顆粒水和剤 やまのいも ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ 1000倍

デルフィン顆粒水和剤 りんご ｼｬｸﾄﾘﾑｼ類 2000～4000倍

デルフィン顆粒水和剤 りんご ﾊﾏｷﾑｼ類 2000～3000倍

デルフィン顆粒水和剤 果樹類 ｹﾑｼ類 1000倍

デルフィン顆粒水和剤 果樹類 ﾊﾏｷﾑｼ類 2000倍

デルフィン顆粒水和剤 芝 ｼﾊﾞﾂﾄｶﾞ 1000～2000倍

デルフィン顆粒水和剤 芝 ｽｼﾞｷﾘﾖﾄｳ 1000～2000倍

デルフィン顆粒水和剤 芝 ﾀﾏﾅﾔｶﾞ 1000～2000倍

デルフィン顆粒水和剤 茶 ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ 1000～2000倍

デルフィン顆粒水和剤 茶 ﾁｬﾊﾏｷ 1000倍

デルフィン顆粒水和剤 茶 ﾖﾓｷﾞｴﾀﾞｼｬｸ 1000倍

デルフィン顆粒水和剤 野菜類 ｱｵﾑｼ 1000倍

デルフィン顆粒水和剤 野菜類 ｳﾘﾉﾒｲｶﾞ 1000倍

デルフィン顆粒水和剤 野菜類 ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 1000倍

デルフィン顆粒水和剤 野菜類 ｺﾅｶﾞ 1000倍

デルフィン顆粒水和剤 野菜類 ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ 1000倍

デルフィン顆粒水和剤 野菜類 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 1000倍

トアロー フロアブルＣＴ さくら ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ 1000倍 大塚化学㈱

トアロー フロアブルＣＴ つばき ﾁｬﾄﾞｸｶﾞ 1000倍
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トアロー フロアブルＣＴ のざわな ﾖﾄｳﾑｼ 500倍 大塚化学㈱

トアロー フロアブルＣＴ 芝 ｼﾊﾞﾂﾄｶﾞ 500～1000倍

トアロー フロアブルＣＴ 芝 ｽｼﾞｷﾘﾖﾄｳ 500～1000倍

トアロー フロアブルＣＴ 野菜類 ｱｵﾑｼ 1000～2000倍

トアロー フロアブルＣＴ 野菜類 ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 500～1000倍

トアロー フロアブルＣＴ 野菜類 ｺﾅｶﾞ 1000～2000倍

トアロー水和剤ＣＴ ｽﾄｯｸ ｺﾅｶﾞ 1000倍 大塚化学㈱

トアロー水和剤ＣＴ たばこ ｱｵﾑｼ 1000～2000倍

トアロー水和剤ＣＴ たばこ ﾖﾄｳﾑｼ 500～1000倍

トアロー水和剤ＣＴ つばき ﾁｬﾄﾞｸｶﾞ 1000倍

トアロー水和剤ＣＴ ﾊﾟｾﾘ ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 500倍

トアロー水和剤ＣＴ ひえ ｱﾜﾉﾒｲｶﾞ 500倍

トアロー水和剤ＣＴ りんご ﾋﾒｼﾛﾓﾝﾄﾞｸｶﾞ 500～1000倍

トアロー水和剤ＣＴ 果樹類 ﾊﾏｷﾑｼ類 500～1000倍

トアロー水和剤ＣＴ 樹木類(木本植物) ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ 1000～2000倍

トアロー水和剤ＣＴ 茶 ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ 500～1000倍

トアロー水和剤ＣＴ 茶 ﾖﾓｷﾞｴﾀﾞｼｬｸ 500～1000倍

トアロー水和剤ＣＴ 野菜類 ｱｵﾑｼ 1000～2000倍

トアロー水和剤ＣＴ 野菜類 ｺﾅｶﾞ 1000～2000倍

トアロー水和剤ＣＴ 野菜類 ﾖﾄｳﾑｼ 500～1000倍

バイオマックスＤＦ 果樹類 ｼｬｸﾄﾘﾑｼ類 2000倍 日本ｸﾞﾘｰﾝ&ｶﾞｰﾃﾞﾝ㈱

バイオマックスＤＦ 果樹類 ﾊﾏｷﾑｼ類 2000～3000倍

バシレックス水和剤 かき ｲﾗｶﾞ類 1000倍 ﾊﾞｲｴﾙｸﾛｯﾌﾟｻｲｴﾝｽ㈱

バシレックス水和剤 かき ｶｷﾉﾍﾀﾑｼｶﾞ 1000倍

バシレックス水和剤 さくら ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ 1000～2000倍

バシレックス水和剤 さくら ﾓﾝｸﾛｼｬﾁﾎｺ 1000倍

バシレックス水和剤 さざんか ﾁｬﾄﾞｸｶﾞ 1000倍

バシレックス水和剤 さんしょう(実) ｱｹﾞﾊ類 1000倍

バシレックス水和剤 ｽﾄｯｸ ｺﾅｶﾞ 1000倍

バシレックス水和剤 つばき ﾁｬﾄﾞｸｶﾞ 1000倍

バシレックス水和剤 ﾌｪﾆｯｸｽ･ﾛﾍﾞﾚﾆｰ ﾄﾋﾞﾓﾝｵｵｴﾀﾞｼｬｸ 500～1000倍

バシレックス水和剤 ﾌﾟﾗﾀﾅｽ ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ 1000～2000倍

バシレックス水和剤 りんご ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ 1000倍

バシレックス水和剤 りんご ﾊﾏｷﾑｼ類 1000倍

バシレックス水和剤 りんご ﾋﾒｼﾛﾓﾝﾄﾞｸｶﾞ 1000倍

バシレックス水和剤 芝 ｼﾊﾞﾂﾄｶﾞ 500～1000倍

バシレックス水和剤 芝 ｽｼﾞｷﾘﾖﾄｳ 500～1000倍

バシレックス水和剤 芝 ﾀﾏﾅﾔｶﾞ 1000倍

バシレックス水和剤 樹木類(木本植物) ﾄﾋﾞﾓﾝｵｵｴﾀﾞｼｬｸ 500～1000倍

バシレックス水和剤 茶 ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ 500倍～1000倍

バシレックス水和剤 茶 ﾁｬﾉﾎｿｶﾞ 500倍

バシレックス水和剤 茶 ﾁｬﾊﾏｷ 500倍

バシレックス水和剤 茶 ﾖﾓｷﾞｴﾀﾞｼｬｸ 500倍

バシレックス水和剤 野菜類 ｱｵﾑｼ 1000～2000倍

バシレックス水和剤 野菜類 ｺﾅｶﾞ 1000～2000倍

バシレックス水和剤 野菜類 ﾀﾏﾅｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ 1000倍

バシレックス水和剤 野菜類 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 500倍

バシレックス水和剤 野菜類 ﾖﾄｳﾑｼ 500倍

ファイブスター顆粒水和剤 なし ｹﾑｼ類 1000～2000倍 アグロカネショウ㈱

ファイブスター顆粒水和剤 りんご ｼｬｸﾄﾘﾑｼ類 2000～4000倍

ファイブスター顆粒水和剤 りんご ﾊﾏｷﾑｼ類 2000～3000倍

ファイブスター顆粒水和剤 果樹類 ｹﾑｼ類 1000倍

ファイブスター顆粒水和剤 果樹類 ﾊﾏｷﾑｼ類 2000倍

ブイハンター粒剤 かんしょ ｺｶﾞﾈﾑｼ類幼虫 20㎏/10a 住友化学㈱

ブイハンターフロアブル いも類 ｺｶﾞﾈﾑｼ類幼虫 25～50倍 住友化学㈱

ブイハンターフロアブル 茶 ﾅｶﾞﾁｬｺｶﾞﾈ幼虫 125倍

フローバックＤＦ だいず ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 1000倍 住友化学㈱

フローバックＤＦ ねぎ ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ 1000倍

フローバックＤＦ キャベツ ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 1000倍



農薬の名称 対象作物 対象病害虫 濃度 取り扱い会社

フローバックＤＦ にんにく ﾈｷﾞｺｶﾞ 1000倍 住友化学㈱ 05/06/22追加

フローバックＤＦ 野菜類 ｱｵﾑｼ 1000～2000倍

フローバックＤＦ 野菜類 ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 1000倍

フローバックＤＦ 野菜類 ｺﾅｶﾞ 1000～2000倍

フローバックＤＦ 野菜類 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 1000倍

フローバックＤＦ 野菜類 ﾖﾄｳﾑｼ 1000倍



合成性フェロモン剤 登録状況 2006年7月14日現在 JPPAまとめ

※合成性フェロモン剤の登録はこれ以外にもございます。　ここでは２００３年１月以降の追加変更分のみを掲載して

　 おりますのでご注意下さい。詳しくは当協会刊「生物農薬ガイドブック2002」 p.190～p.193等をご覧下さい。

農薬の種類 農薬の名称 対象作物 使用目的 対象病害虫 使用量 登録年月日 取り扱い会社

コンフューザーＮ 果樹 モモシンクイガ 03. 1.28 信越化学工業㈱ 03/04/08変更

交尾阻害 ナシヒメシンクイ 150～200本/10a 03. 1.28

チャハマキ 03. 1.28

チャノコカクモンハマキ 03. 1.28

リンゴコカクモンハマキ 03. 4. 8

リンゴモンハマキ 03. 4. 8

コンフューザーＲ 果樹 モモシンクイガ 02. 4.12 信越化学工業㈱ 03/04/08変更

交尾阻害 ナシヒメシンクイ 100～120本/10a 02. 4.12

リンゴコカクモンハマキ 02. 4.12

ミダレカクモンハマキ 03. 4. 8

リンゴモンハマキ 03. 4. 8

コンフューザーＭＭ もも ナシヒメシンクイ 05. 3.23 信越化学工業㈱

交尾阻害 リンゴコカクモンハマキ 100本～120本/10a 05. 3.23

モモハモグリガ 05. 3.23

チェリトルア剤 スカシバコン 果樹類 50～150本/10a 88.12.22 信越化学工業㈱ 03/03/05変更

さくら 交尾阻害 コスカシバ雄成虫

食用さくら（葉） 05. 2. 9 05/02/09追加

かき ヒメコスカシバ雄成虫

フォールウェブルア剤ニトルアー<アメシロ> 樹木類 誘引 アメリカシロヒトリ 直線使用(街路樹など)40ｍ当り1個以上 01. 6.11 日東電工㈱ 03/03/20変更

　（木本植物） 面使用(公園など)10a当り3個以上 01. 6.11 03/03/20変更

コナガコン－プラス ｺﾅｶﾞ及びｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 交尾阻害 コナガ 100～120本/10a 02. 2. 1 信越化学工業㈱ 03/04/08変更

　の加害作物栽培地帯 オオタバコガ 03. 4. 8

トートリルア剤 ハマキコン－Ｎ 果樹 リンゴコカクモンハマキ 01. 1.30 信越化学工業㈱ 03/04/08変更

交尾阻害 ミダレカクモンハマキ 100～150本/10a 03. 4. 8

リンゴモンハマキ 03. 4. 8

チャハマキ 03. 4. 8

チャノコカクモンハマキ 03. 4. 8

茶 チャハマキ 150～250本/10a 01. 1. 30 03/04/08変更

チャノコカクモンハマキ 03. 4. 8

リトルア剤 ヨトウコン－Ｈ ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ加害作物 交尾阻害 ハスモンヨトウ 20～200ｍ/10a 96. 7.22 信越化学工業㈱ 03/04/08変更

　栽培地帯 　(20㎝チューブの場合100～1000本)

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ加害作物 03. 4. 8

　栽培地帯　（施設）

コンフューザーＶ 野菜類 交信阻害 コナガ 04. 9. 1 信越化学工業㈱

オオタバコガ 04. 9. 1

シロイチモジヨトウ 04. 9. 1

ハスモンヨトウ 04. 9. 1

ヨトウガ 04. 9. 1

タマナギンウワバ 04. 9. 1

 100本/10a(41g/100本製剤)

オリフルア・トートリ
ルア・ピーチフルア・
ピリマルア剤

オリフルア・トートリ
ルア・ピーチフルア剤

アルミゲルア・ウワバ
ルア・ダイアモルア・
ビートアーミルア・リト
ルア剤

アルミゲルア・ダイア
モルア剤




